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今、子どもたちの
健康状態が危ない
ʕʕ白鷹⏫ࠕ子ࡢࡶ࡝೺ᗣ࡙くり೺デࠖࡢ結果࠿ら⪃ࡿ࠼ʕʕ

健
診
の
結
果
を
知
ろ
う

①
総
合
判
定
（
図
１
）
…
要
指
導
以

　

上
の
者
は
、
小
学
５
年
生
1�
人

　
（
35
・
５
％
）、
中
学
２
年
生
2�
人

　
（
4�
・
０
％
）
で
、
全
体
で
3�
人

　
（
3�
・
８
％
）
と
い
う
結
果
で
し

　

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
４
割
近
く
の

　

子
ど
も
た
ち
の
健
康
に
異
常
が
あ
る

　

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

②
検
査
項
目
ご
と
の
異
常
が
見
ら
れ
る

　
者
の
割
合
（
表
１
）
…
小
学
生
は
脂

　

質
、
体
格
（
肥
満
傾
向
）、
血
糖
、

　

肝
機
能
の
順
、
中
学
生
は
貧
血
、
尿

　

酸
、
体
格
（
肥
満
傾
向
）、
脂
質
の

　

順
に
高
い
結
果
で
し
た
。

③
受
診
者
１
人
当
た
り
の
異
常
が
見
ら

　
れ
る
項
目
数
と
割
合
（
図
２
）
…
２

　

つ
以
上
の
項
目
で
異
常
が
見
ら
れ
る

　

者
は
、
小
学
生
2�
・
７
％
、
中
学
生

　

14
・
０
％
で
し
た
。
異
常
が
見
ら
れ

　

る
項
目
が
多
く
な
る
ほ
ど
生
活
習
慣

　

病
を
発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

④
肥
満
傾
向
が
あ
る
者
と
肥
満
傾
向
が

　
な
い
者
の
比
較
（
図
３
）
…
肥
満
傾

　

向
が
あ
る
者
の
方
が
１
人
当
た
り
の

　

異
常
が
見
ら
れ
る
項
目
数
が
多
い
こ

　

と
が
わ
か
り
、
ま
た
、
そ
れ
は
特
に

　

中
学
生
で
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。

健
診
結
果
と
問
診
票
の
集
計

結
果
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と

●
こ
こ
ろ
や
か
ら
だ
が
あ
ま
り
元
気
で

　

な
い
と
感
じ
て
い
る
者
は
、
小
学
生

　

で
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
中
学
生
で
は

　

少
し
見
ら
れ
ま
す
。

●
体
を
動
か
す
こ
と
を
好
む
者
の
割
合

　

は
小
学
生
（
81
・
３
％
）
よ
り
中
学

　

生
（
�2
・
０
％
）
で
低
い
状
況
で
す
。

●
運
動
の
頻
度
が
少
な
い
者
は
、
多
い

　

者
（
週
４
回
以
上
の
運
動
）
に
比
べ

　

て
異
常
が
見
ら
れ
る
割
合
が
高
く
な

　

り
ま
す
。

●
メ
デ
ィ
ア
端
末
の
使
用
時
間
が
長
い

　

者
（
平
日
、
休
日
と
も
３
時
間
以
上

　

使
用
）
は
、
短
い
者
に
比
べ
て
異
常

　

が
見
ら
れ
る
割
合
が
高
く
な
り
ま

　

す
。

●
か
ら
だ
に
何
ら
か
の
不
調
が
あ
る
と

　

感
じ
て
い
る
者
は
全
体
の
約
７
割

　

で
、
小
学
生
（
58
・
３
％
）
よ
り
中

　

学
生
（
8�
・
０
％
）
の
方
が
多
く
、

　

不
調
が
な
い
者
に
比
べ
て
異
常
が
見

　

ら
れ
る
割
合
が
高
く
な
り
ま
す
。

●
嫌
い
な
食
べ
物
が
あ
る
小
学
生

　
（
5�
・
３
％
）
の
う
ち
、
野
菜
類
が

　

嫌
い
な
者
は
55
・
６
％
で
、
嫌
い
な

　

物
が
複
数
あ
る
割
合
は
��
・
７
％
で

　

す
。

進
む
生
活
習
慣
病
の
若
年
化

着
目
す
べ
き
子
ど
も
の
健
康

　

町
で
行
っ
て
い
る
健
診
の
結
果
、
4�

歳
以
上
は
７
割
以
上
に
、
4�
歳
未
満
は

５
割
以
上
に
異
常
が
見
ら
れ
、
生
活
習

慣
病
の
若
年
化
が
進
ん
で
い
る
と
い
う

現
状
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
町
で
は
、
子
ど
も
の
生
活
状

況
と
か
ら
だ
の
実
態
の
現
状
を
把
握

し
、
家
庭
や
地
域
ぐ
る
み
で
よ
り
早
い

段
階
か
ら
生
活
習
慣
病
予
防
の
取
り
組

み
を
進
め
る
べ
く
、
今
年
度
新
た
に
小

学
５
年
生
と
中
学
２
年
生
の
希
望
者
を

対
象
に
し
た
「
子
ど
も
の
健
康
づ
く
り

健
診
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
受
診
し
た
の
は
、
対
象
の
小
学

生
��
人
中
48
人
（
5�
％
）
と
中
学
生

１
１
０
人
中
5�
人
（
45
・
５
％
）
の
子

ど
も
た
ち
。
健
診
の
結
果
を
知
っ
て
、

皆
さ
ん
で
「
子
ど
も
の
健
康
」
に
つ
い

て
考
え
ま
し
ょ
う
。

！！特 集
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検査項目
異常が見られる者の割合（％）

小学５年生 中学２年生 全体

体格（肥満傾向） 18.8 26.0 22.5

血圧 8.3 16.0 12.2

脂質 27.2 26.0 25.0

血糖 16.7 8.0 12.2

肝機能 16.7 4.0 10.2

貧血 4.2 30.0 17.3

尿酸 8.3 28.0 18.4
※　　基準超過割合が高い順にそれぞれ第３位まで

͔ླ１͕ख़ਮ৶წшќのڣ௛р見ѽҀѿ଄の߆৽

●
嫌
い
な
食
べ
物
が
あ
る
中
学
生

　
（
52
・
０
％
）
の
う
ち
、
野
菜
類
が

　

嫌
い
な
者
は
84
・
６
％
で
、
嫌
い
な

　

物
が
複
数
あ
る
割
合
は
5�
・
７
％
で

　

す
。

●
全
体
的
に
よ
く
食
べ
る
お
や
つ
は

　

ア
イ
ス
��
・
２
％
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子

　

51
・
０
％
、
菓
子
パ
ン
24
・
５
％
で
、

　

よ
く
飲
む
お
や
つ
は
炭
酸
飲
料
5�
・

　

２
％
、
ジ
ュ
ー
ス
34
・
７
％
、
ス
ポ
ー

　

ツ
飲
料
28
・
６
％
で
す
。
ま
た
、
望

　

ま
し
い
お
や
つ
（
お
に
ぎ
り
、果
物
、

　

乳
製
品
、水
、麦
茶
、緑
茶
）
を
摂
っ

　

て
い
る
者
は
小
学
生
よ
り
中
学
生
で

　

少
な
く
な
り
ま
す
。

生
活
習
慣
を
見
直
し

生
活
習
慣
を
見
守
る

　

総
合
判
定
で
、
異
常
が

見
ら
れ
る
者
が
４
割
近

く
で
あ
る
こ
と
や
、
肥

満
傾
向
に
加
え
脂
質
異

常
や
高
尿
酸
な
ど
を
合

わ
せ
も
つ
者
が
多
い
こ

と
は
、
子
ど
も
の
う
ち
か

ら
す
で
に
健
康
が
損
な
わ

れ
始
め
て
い
る
こ
と
を
表
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
正
常
範
囲
な
が
ら

全
体
的
に
血
糖
値
が
高
め
で
あ
る
こ
と

も
気
に
な
る
状
況
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
町
の
子
ど
も

た
ち
は
、
甘
い
物
や
高
カ
ロ
リ
ー
の
物

を
長
期
的
に
摂
り
過
ぎ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
加
え
て
運
動
不
足
や
生

活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
か
ら
体
調
が
悪
い
と

感
じ
て
い
る
者
も
多
く
、
早
急
に
生
活

習
慣
の
見
直
し
を
進
め
て
行
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
子
ど
も
の
生
活
習
慣
は
、
親
や

周
り
の
大
人
に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま

す
。
家
族
や
地
域
全
体
で
共
通
認
識
を

持
ち
、
よ
り
望
ま
し
い
生
活
習
慣
の
確

立
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。

0 20 40 60 80 100

■なし ■１個 ■２個 ■３個

33.3％

16.7％

44.2％

9.5％

33.3％

54.8％

50.0％

51.2％

28.6％

小学生
肥満なし

小学生
肥満あり

中学生
肥満なし

中学生
肥満あり

28.6％ 28.6％ 14.2％

2.3％

2.4％

2.3％

͔న３͕྆Ⴐओশржѿ଄ќ྆Ⴐओশрўи଄のཾ޵

なし
47.9％１個

31.3％

２個
14.4％

３個以上
6.3％

小学
５年生 なし

42.0％１個
44.0％

２個
6.0％

３個以上
8.0％

中学
２年生

͔న２͕ଥ఑଄１గ๴ѓѾのڣ௛р見ѽҀѿ৶წాќ߆৽

͔న１͕ೳ৽ཕช

■要受診 ■要指導 ■異常なし

全体

小学
５年生

中学
２年生

13人
（13.3%）

８人
（16.7％）

24人
（24.5％）

９人
（18.8％）

37人（37.8％）

15人
（30.0％）

61人
（62.2％）

31人
（64.5％）

30人
（60.0％）

５人（10.0％）

生
活
習
慣
を
見
直
し

生
活
習
慣
を
見
守
る

れ
始
め
て
い
る
こ
と
を
表
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
正
常
範
囲
な
が
ら 望ましい

生活習慣のポイント
࣭᪩ᐷ᪩起࢕ࢹ࣓ࡢ࡝࡞࣒࣮ࢤࠊࡁアࡣ᫬

　㛫ࢆỴ࡚ࡵᏲりࠋ࠺ࡻࡋࡲ

࣭㣗஦１ࡣ日３ᅇࠊ୺㣗࣭୺菜࣭๪菜ࡑࢆ

ࠋ࠺ࡻࡋࡲࢀከくྲྀりධࢆ和㣗ࡓ࠼ࢁ　

࣭ẖ日ࡢおࡣࡘࡸおࡂ࡟りࠊ果≀ࠊங〇品

　࡛㔞ࢆỴࠊ࡚ࡵ㣧ࡣ≀ࡳỈࡸ㯏Ⲕࡲࡋ࡟

ࠋ࠺ࡻࡋ　

࣭㐠ືࡸ㐟࠿࡛ࡧらࡍ࠿ືࢆࡔᶵ఍ࢆ㐌４
　ᅇ以上࡟ቑࠋ࠺ࡻࡋࡲࡋࡸ
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ఃᆟૃॳ҆Ѷїќఒࣝџ̷̷

ർலсല५ލ҆ݵਹ

　町とݝ໦୸จԽٞڠ会のڞ催による୸মきମݧ会が
２月̐日、白鷹町;るさと৿ྛެԂの୸মき༼でߦΘ
れました。
　この日は、町಺֎から໿ 3�人がࢀՃし、υϥϜ؈
༼を࢖った০り୸࡞り΍、1���ˆۙくまで೤ͤられ
た白୸༼からの୸ग़しなͲをମݧしました。さらにࢀ
Ճऀたちは、自ら白୸༼からग़した୸でΈそ໫΍Ϛ
シϡϚϩをমき、ౙのפさの中に୸のԹかさを͡ײな

　２月 28 日、ひがしͶอҭԂԂࣇʢ年௕ࣇ 23 人ʣ
と౦ࠜ小学校ࣇಐʢ̑年生 15人ʣのަྲྀतۀが౦ࠜ
小学校でߦΘれました。
　4月から̍年生になるԂࣇたちは、อҭԂと小学校
のҧいなͲを࣍ʑと࣭໰し、それにରして小学生はΘ
かり΍͢くていͶいに回౴。年௕ࣇのླ໦ࠫ

㆕ ㆪ

ಹちΌΜ
は「ΈΜなとて΋༏しかった。ૣく小学生になってษ
ఱࢁ年生のᢠ̑、ͤݟをإをがΜ͹りたい」とসڧ

ㆀㆾㆭ

ೡ
さΜは「学校のྑいとこΖ΍͢͹らしい఻౷なͲ、い
ΖΜなことを༏しく͑ڭてあ͛たい」とඍসΈました。

оџищ̜҇оねмщ҇ѼҁыуоࠪиыѲэ！

Ѧрыねေ܆܆ڱોрச޺ౠќপᅺ

　l͓いしいܗࢁz のಛ࢈඼を、ۭߓに౸ணしたօさ
Μに͓ಧけ͢る「͓いしいߓۭܗࢁ 2�1� ౙの͓いし
いϓレθントキϟンϖーン」。２月 11 日、このاը
に町ڠޫ؍会と町৬һが l͓΋てなしୂz としてࢀՃ
し、大ࡕҏ୮、Ӌా、໊ݹ԰のそれぞれのۭߓからの
౸ண٬をܴ͑ました。͓΋てなしୂは、ߚՖ஡΍白鷹
໏՛「Ώべし」といった白鷹ならではのϓレθント΍、
町の֤छύンϑレοト・νϥシなͲを഑෍しながら、
町΁のҠॅ、ࡩ΍དྷय़にシーζンをܴ͑る白鷹のޫ؍
を13。「ܗࢁ΁そ͹を৯べにདྷた」「銀ࢁԹઘ΁޲か͏」
とい͏٬ޫ؍にରし、「白鷹に΋ͥひཱちدってくͩ
さい」とসإでݺͼかけました。

がらஊস。また、「୸は୤षޮՌ
΋ある͏͑に඼があるので、ؔݰ
΍トΠレなͲに০りたい」と஛୸
΍白୸をାいっͺいに࣋ちؼるࢀ
Ճऀの࢟΋ݟられました。

１

┴Ẹ࡛࡞ࢇࡳᨭࡿ࠼

᳃࡙くりシࣥ࣎ルࢡ࣮࣐

１_ 顔を真っ赤にしながら炭出しをする子どもたち　２_ てい

ねいに飾り炭づくりをする参加者　３_ 松ぼっくりやクルミの

ほか、紅花や折り鶴といった“変わり種”もきれいな炭になった

๼ට͂҆ࡰ о̠Ѷ̠て̠ў̠ы̓

оиыиઅछࣱৗで༬൏町҆ІЈ

２

３

１_ 移住のジャケットや T シャ

ツを着てお出迎え　２_ 関西の

方からは「ゆべしって何？」と

いう声が多く聞かれた　３_ 寒

い冬に温かい紅花茶は大好評

１

２

３

聞きたいことをたくさん考えてきた園児たち。

しっかりと小学生の目を見て質問できた

●�　　 広報しらたか　2017. ３.13



ൌ21ݷୋܪಋѲјѾ

ѳ҇ўਢъїて!јўрїて

　開催 1�प年のઅ໨となったेԦ雪まつりは２月̑
日、ڦࢁのཬަྲྀ޿場で੝大に開催されました。
　ϝΠンΠϕントであるࣽࡶು合ઓでは、２町಺のߥ
઒一ึさΜが「࢛࿡࣌中lುzのことを͑ߟてきたので、
͓いしくないΘけがありまͤΜ」とྗڧくએ੤。ेԦ
۠಺をは͡Ί、ߥ౐஍۠、ୌ໺஍۠、ߥ౐ߴ校の̕ܭ
νーϜがそれぞれの自ຫのຯを競い合いました。また、
今年は会場のレΠΞ΢トが一෦มߋされ、৽たにΠϧ
ϛωーションによるԋग़がߦΘれるなͲงғؾが一
ม。会場はྫྷ͑ࠐΈましたが、ेԦ۠಺֎から 4��
人ۙくがདྷ場し、ುからཱち上る白い౬ؾとと΋に஍
Ҭをӽ͑たつながりのྠが޿がりました。

　２月 2� 日、白鷹町営スキー場に͓いて「第 35 回
白鷹スキー場ࡇり」が開催され、また、લ日の໷には
そのલ໷ࡇが開催されました。
஍۠ࢁ鷹ݩでは、஍ࡇしぶりの開催となったલ໷ٱ　
ʢഡ໺・中ࢁ・ୌ໺ʣのएऀによる̩ʢ鷹ࢁʣڃάϧ
ϝ合ઓがߦΘれ、それぞれに޻෉をڽらした自ຫのlά
ϧϝz をདྷ場ऀがࢼ৯。౤ථの݁Ռ「Ԙこ͏͡なべ」
を࡞ったୌ໺஍۠がࣄݟ༏উし、そのޙ、ຬఱの੕が
ًく໷ۭに大ྠのՖՐがଧち上がり、ϑィφーレとな
りました。
　また、スキー場ࡇり౰日΋޷ఱにܙまれ、町಺֎か
らଟくのՈ଒࿈れなͲがདྷ場。߽՚৆඼の౰たる「͓
ָしΈந選会」には௕ऄのྻができ、ຖ年ྫ߃の「׈っ
てゲοトʢ雪上そりʣ」「ۭからのଃり෺ʢύϥάϥΠ
μーによるۭ中からのϓレθントʣ」「໫つき大会」と
いったΠϕントは大೐Θいとなりました。
　さらに、ࡇりؒظ中はリϑトྉۚがແྉとい͏こと
で、「͓ͲるʂシϥλΧ・レου」の #(.がྲྀれる
ゲレンデで、ଟくのํがスキー΍スϊーϘーυを͏ࢥ
ଘ෼ָしΈました。

ൌ46ݷ༬൏ҫҟー௘ੋѾ

ോౡࢳ！ыѽѓп๝のӇҙҫҸҕӂӝ

１_ 青空が広がる最高の天気に恵まれたスキー場祭り

２_滑って転んで白熱した「滑ってゲット」　３_絶好

のコンディションの中、白銀のゲレンデを気持ちよさ

そうに滑るスキーヤ－たち　４_ 祭りの最後には恒例

の餅つき大会が行われ、子どもから大人までつきたて

のお餅をほおばった　５_ Ｔ（鷹山）級グルメ合戦で見

事優勝し、喜びの表情を見せる滝野地区の“若者”たち

６_約 300 発の花火が白鷹の冬の夜空を彩った

１

２３

４

５６

１_ 気持ちを込めて調理さ

れたアツアツの鍋が来場者

の体と心を温めた　２_「お

つかれ～ モツカレー モッ

ツ食べたい」を作った荒砥

高校が見事初優勝　３_ イ

ルミネーションの光が会場

を幻想的な雰囲気に変えた １

２３
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順位 氏名 所属 タイム　

中学男子

1 大滝　覇功 白鷹中 55”96
一般男子

1 丸川　　瑠 萩野 49”78
2 渋谷　祐介 畔藤 52”76
3 丸川　　丞 萩野 53”43

一般女子

1 高山寿美子 荒砥乙 1’04”54
シニア男子

1 渡部　正広 荒砥乙 53”25
2 中川　　満 高玉 58”02
3 伊藤　　靖 荒砥甲 58”28

順位 氏名 所属 タイム　

小学３年以下男子

1 山口　広起 荒砥 6’10
2 樋口　　巧 蚕桑 6’23
3 佐藤　聖悟 鮎貝 6’41
4 大木　駿弥 鮎貝 7’19
5 小形　凰太 東根 7’26
6 高田　一帆 荒砥 7’59

小学３年以下女子

1 熊坂　　円 鮎貝 8’02
2 竹田あおい 荒砥 8’04
3 紺野　唯華 荒砥 8’38
4 海老名咲季 荒砥 9’44
5 安部　杏華 荒砥 10’03
6 竹田　莉桜 荒砥 12’42

回　転 クロスカントリー
順位 氏名 所属 タイム

小学４年男子

1 丸川　裕太 蚕桑 6’01
2 中村　雅楽 鮎貝 6’03
3 今野　正就 蚕桑 6’15
4 樋口　瑠偉 鮎貝 6’54
5 小形　武美 東根 6’55
6 梅津　　尋 荒砥 7’06

小学４年女子

1 竹田　佳菜 荒砥 5’26
2 紺野　夢乃 東根 6’15
3 菅　　結愛 鮎貝 6’46
4 菅原　紗希 東根 7’19
5 佐藤　三咲 鮎貝 8’04

小学５年男子

1 中村　飛和 東根 6’32
2 梅津　星那 荒砥 7’05
3 新野　真経 東根 7’15
4 鈴木　遥人 鮎貝 7’27
5 海老名空来 荒砥 7’28
6 齋藤　俐玖 鮎貝 7’31

小学５年女子

1 小笠原　涼 東根 9’07
2 紺野　美咲 荒砥 9’32
3 上村　　杏 鮎貝 10’38
4 大木　眞菜 東根 11’14

小学６年男子

1 紺野　稜真 荒砥 6’12
2 土屋　泉碧 東根 6’33
3 衣袋　元基 東根 7’10
4 熊坂　　玄 鮎貝 7’13
5 小形　隆士 東根 7’37
6 樋口　伯瑠 鮎貝 7’41

小学６年女子

1 國谷　美裕 荒砥 6’58
2 中村　咲楽 鮎貝 7’23
3 平井　花奈 東根 8’13
4 今　　思乃 鮎貝 8’22
5 竹田　　澪 荒砥 8’30
6 梅津　彩央 東根 8’45

全選手の記録は

町ホームページで見てね！
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順位 氏名 所属 タイム　

小学１年男子

1 長谷部歩夢 鮎貝 48"39
2 今野　洸盛 蚕桑 48”72
3 鈴木隆之介 東根 49”26
4 矢羽木徳成 東根 51”39
5 梅津　大星 荒砥 53”12
6 齋藤　怜士 鮎貝 53”15

小学１年女子

1 藁品　花穂 蚕桑 47”07
2 中村　璃楽 鮎貝 51”90
3 松村　琴音 荒砥 54”57
4 紺野　瑠菜 荒砥 1’02”96
5 鈴木　日佳 荒砥 1’03”75
6 長谷部　成 蚕桑 1’10”55

小学２年男子

1 土屋　海晴 東根 35”91
2 中村　快生 東根 36”05
3 丸山　　剛 東根 41”08
4 荒生　創央 荒砥 42”15
5 今野　正平 蚕桑 44”54
6 渋谷　晃生 蚕桑 46”18

小学２年女子

1 紺野　心夢 東根 35”80
2 熊坂　雪花 鮎貝 37”11
3 樋口　琉南 鮎貝 37”58
4 髙木　月乃 鮎貝 38”97
5 遠藤　美月 蚕桑 39”03
6 小形さくら 東根 40”43

小学３年男子

1 児玉　凌成 蚕桑 32”24
2 藁品　遼佑 蚕桑 34"04
3 山口　広起 荒砥 34”05
4 丸川　快斗 鮎貝 38”39
5 後藤　優誠 鮎貝 38”53
6 樋口　　巧 蚕桑 38”84

順位 氏名 所属 タイム　

小学３年女子

1 中川友希乃 蚕桑 37”60
2 樋口　天夏 鮎貝 39”83
3 今野　杏彩 蚕桑 40”13
4 榎本　千桜 蚕桑 41”42
5 橋本　瑞歩 荒砥 43”72
6 古名　梓穂 蚕桑 44”29

小学４年男子

1 布施　学人 荒砥 38”59
2 塚田　聖伽 荒砥 41”06
3 樋口　瑠偉 鮎貝 44”57
4 丸川　裕太 蚕桑 44”59
5 小口　愁也 鮎貝 48”25
6 松下　拓磨 荒砥 48”77

小学４年女子

1 紺野　夢乃 東根 40”46
2 小形　葉月 東根 41”13
3 竹田　佳菜 荒砥 43”91
4 五十公野ヒカル 荒砥 48”68
5 鑪　　弥生 荒砥 48”95
6 青木　心捺 荒砥 49”03

小学５年男子

1 海老名空来 荒砥 24”35
2 中川　純大 蚕桑 26”90
3 中村　飛和 東根 26”94
4 廣居　太聖 鮎貝 27”23
5 小形　勇気 東根 27”58
6 新野　真経 東根 30”29

小学５年女子

1 橋本ひらり 東根 43”79
2 上村　　杏 鮎貝 44”72
3 紺野　美咲 荒砥 50”08
4 小笠原　涼 東根 51”70
5 橋本　果澄 東根 56”52
6 青木　遥奈 蚕桑 1’00”96

順位 氏名 所属 タイム　

小学６年男子

1 紺野　巧夢 東根 27”26
2 樋口　伯瑠 鮎貝 27”68
3 山口　寛展 荒砥 28”22
4 土屋　泉碧 東根 28”40
5 高山　彗睦 荒砥 29”28
6 長谷部　漣 蚕桑 29”82

小学６年女子

1 今　　思乃 鮎貝 40”90
2 國谷　美裕 荒砥 42”27
3 熊谷　祐江 荒砥 42”64
4 菅　　唯子 鮎貝 42”94
5 熊谷　咲希 荒砥 44”15
6 竹田　　澪 荒砥 44”33

中学男子

1 大滝　覇功 白鷹中 24”04
2 紺野　淳志 白鷹中 28”27

一般男子

1 丸川　　瑠 萩野 22”13
2 丸川　　丞 萩野 22"53
3 渋谷　祐介 畔藤 22”86

一般女子

1 高山寿美子 荒砥乙 26”97
シニア男子

1 渡部　正広 荒砥乙 22”70
2 丸川　幸浩 萩野 23”63
3 黒澤　広明 荒砥甲 23”64

　「第 45回白鷹町民・白鷹町小中学校スキー大会」は２月 12日、白鷹町営スキー場を
会場に開催されました。昨年の雨による中止を経て、２年ぶりの開催となった今大会に
は、小学生から一般まで延べ 381 人がエントリー。競技中は、大雪が吹きつけるあい
にくのコンディションでしたが、選手たち一人ひとりは、それぞれに練習してきたこと
を自信に、白銀のゲレンデの上で速さを競い合いました。

大　回　転

4 荒生　創央 荒砥 42”15
5 今野　正平 蚕桑 44”54
6 渋谷　晃生 蚕桑 46”18

小学２年女子

1 紺野　心夢 東根 35”80
2 熊坂　雪花 鮎貝 37”11
3 樋口　琉南 鮎貝 37”58
4 髙木　月乃 鮎貝 38”97
5 遠藤　美月 蚕桑 39”03
6 小形さくら 東根 40”43

小学３年男子

1 児玉　凌成 蚕桑 32”24
2 藁品　遼佑 蚕桑 34"04
3 山口　広起 荒砥 34”05
4 丸川　快斗 鮎貝 38”39
5 後藤　優誠 鮎貝 38”53
6 樋口　　巧 蚕桑 38”84

4 五十公野ヒカル 荒砥 48”68
5 鑪　　弥生 荒砥 48”95
6 青木　心捺 荒砥 49”03

小学５年男子

1 海老名空来 荒砥 24”35
2 中川　純大 蚕桑 26”90
3 中村　飛和 東根 26”94
4 廣居　太聖 鮎貝 27”23
5 小形　勇気 東根 27”58
6 新野　真経 東根 30”29

小学５年女子

1 橋本ひらり 東根 43”79
2 上村　　杏 鮎貝 44”72
3 紺野　美咲 荒砥 50”08
4 小笠原　涼 東根 51”70
5 橋本　果澄 東根 56”52
6 青木　遥奈 蚕桑 1’00”96

1 丸川　　瑠 萩野

2 丸川　　丞 萩野

3 渋谷　祐介 畔藤

一般女子

1 高山寿美子 荒砥乙

シニア男子

1 渡部　正広 荒砥乙

2 丸川　幸浩 萩野

3 黒澤　広明 荒砥甲

28”27

22”13
22"53
22”86

26”97

22”70
23”63
23”64

【２月 12日／白鷹町営スキー場】

● 小学生以下は各種目６位
　 中学生以上は各種目３位
　 まで掲載。
 ※１'23"45 ＝１分 23 秒 45

第 45 回
白鷹町民・白鷹町小中学校スキー大会
各種目の入賞者と記録

*
*

*

*

ResultResultResultResultResultResultResultResultResult

●7　　 広報しらたか　2017. ３.13



町からのお知らせ

■�

白
鷹
町
の
河
川
水
質
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

　

皆
さ
ん
の
ご
家
族
や
親
戚
、
お
知

り
合
い
で
、
白
鷹
町
か
ら
一
旦
離
れ

た
が
「
白
鷹
町
に
帰
っ
て
き
た
い
」

「
白
鷹
町
で
地
域
お
こ
し
が
し
た
い
」

と
思
っ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

町
で
は
、
次
の
通
り
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

白
鷹
町
を
元
気
に
す
る
た
め
に
、
町

外
に
お
住
ま
い
の
方
へ
の
情
報
提
供

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
内
容
（
勤
務
地
）

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ゆ
め
ス
ポ
し
ら
た
か
「
Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
」

▼
募
集
人
員　

１
名

▼
活
動
内
容　

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
・

介
護
予
防
へ
の
取
り
組
み
等

▼
雇
用
形
態　

白
鷹
町
日
々
雇
用
職

員
に
準
ず
る
者
と
し
て
町
長
が
雇
用

▼
報
酬　

月
額
1�
万
円
（
社
会
保
険

料
含
む
。
通
勤
手
当
あ
り
。）

※
そ
の
他
、
社
会
保
険
等
（
雇
用
保

険
、
厚
生
年
金
、
健
康
保
険
）
に

加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
募
集
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方

①
申
込
時
点
で
、
三
大
都
市
圏
を
は

　

じ
め
と
す
る
都
市
地
域
等
に
在
住

　

し
て
お
り
、
採
用
後
に
白
鷹
町
に

　

生
活
の
拠
点
を
移
し
、
住
民
票
を

　

異
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
方�

※
現
在
居
住
す
る
地
域
が
対
象
に
な

　

る
か
に
つ
い
て
、
事
前
に
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
心
身
と
も
に
健
康
で
、
地
域
住
民

　

等
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

　

図
り
、
地
域
づ
く
り
活
動
に
意
欲

　

と
情
熱
を
持
っ
て
参
加
で
き
る
方

③
満
2�
歳
以
上
45
歳
未
満
の
方

④
運
動
指
導
の
経
験
が
６
カ
月
以
上

　

あ
る
方
（
６
カ
月
未
満
で
も
、
意

　

欲
・
や
る
気
の
あ
る
方
は
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
）

⑤
普
通
自
動
車
免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定
免

　

許
可
）
を
有
し
て
い
る
方

⑥
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー

　

ド
等
）
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情

　

報
提
供
が
で
き
る
方

⑦
地
方
公
務
員
法
第
1�
条
に
規
定
す

　

る
一
般
職
員
の
欠
格
条
項
に
該
当

　

し
な
い
方

※
そ
の
他
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（IUUQ���X

X
X
�

UPX
O�TIJSBUBLB�MH�KQ�2��5�

IUN
M�

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

企
画
政
策
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係

☎
8�

－

０
８
３
０

月日 ఍　　ሙ   ᫬ 㛫  

４�13
㸦木㸧

東根ᆅ༊࣑ࣗࢥニ࣮ࢱࣥࢭ࢕ࢸ๓ ９：30～10：30
白鷹⏫ᙺሙ⿬ 10：50～12：00
十⋤ᆅ༊࣑ࣗࢥニ࣮ࢱࣥࢭ࢕ࢸ๓ 13：15～13：45
鷹山ᆅ༊࣑ࣗࢥニ࣮ࢱࣥࢭ࢕ࢸ๓ 14：00～14：20
中山ᯘᴗ࣮ࢱࣥࢭ๓ 14：40～15：00

４�14
㸦㔠㸧

蚕桑ᆅ༊࣑ࣗࢥニ࣮ࢱࣥࢭ࢕ࢸ๓ 10：00～11：00
๓ࢨࣛࣉニ࣮࣮ࣔࣁ 11：20～12：00
鮎貝⮬ᙖ఍㥔㌴ሙ 13：30～14：00
黒㬞いࡁい࣮ࢱࣥࢭࡁ๓ 14：20～14：30

４�16
㸦日㸧

白鷹⏫ᙺሙ⿬ 10：00～11：30

※狂犬病予防注射は１頭１針で実施しています。

※どの会場でも受けることができます。

ব̞৽͈͙̯͈̈́ͭ͒ࡂ

●狂犬病予防注射のお知らせ
ප༧๷ݘڰにはຖ年̍回のݘいࣂ、ප༧๷๏によりݘڰ　
஫ࣹがٛ຿ͮけられていま͢。ࣂいओの੹೚と
してඞͣ༧๷஫ࣹをडけましΐ͏。

▼  持ち物　஫ࣹ୅ۚ3
2��ԁと௨஌のはがき

▼  日　程　Լදのと͓りʢ日༵日΋࣮ࢪʣ

▼  ご注意
ᶃ஫ࣹ࣌はݘにಀ͛られないよ͏に、टྠをきちΜと෇け
　てくͩさい。また、ඞͣݘをしっかりとԡさ͑ることの
　できるࣂいओが࿈れてきてくͩさい。
ᶄొ࿥していないݘは、この会場では༧๷஫ࣹをडけられ
　まͤΜ。ݘを৽しくࣂΘれた場合΍、ࣂいओがมΘった
　り、ࣂいओのॅॴがมΘったときなͲは、ҹؑとొ࿥手
　਺ྉʢ৽ొن࿥は 3
��� ԁʣを͓࣋ちの͏͑、ࣄલに
　町民՝くらし܎ڥ؀で手ଓきをしてくͩさい。
ᶅ΄かのϫΫνンなͲの઀छ日がۙくて৺഑な場合は、ࣄ
　લにかかりつけの्ҩࢣに͝૬ஊくͩさい。
ᶆ会場に͓けるࣂいݘのϑン౳はඞͣࣂいओがॲཧしてく
　ͩさるよ͏͓ئいいたしま͢。

σȜσ͞ζ΢Ȝͬ৿̱̠ͤ͘͡Ȋ

　಴ඤ͈ൽႹ̫̤ͥ͞ͅ׬࢖Ȃ͈ࡂέϋ͈ະইྎ̞̾̀ͅ

ȃఈ૽ͅະ࿱١̈́এ̵̵̞̯̳̞ͬͥ̀ͦͣ͘ܙ̦ૂߎ͈

̺̫̩́̈́Ȃ۷ͬࠊఅ̠̭̦̳͈̈́͂̾̈́ͤ́͘͜ͅȂ८

༜͈̈́̓ष͉ΫΣȜσన̈́̓ͬࠈఝ̱Ȃέϋ͉ຈ̴঵̻ܦ

̱̠ͤ͘͡ȃ

　̹͘Ȃ಴ඤ̤̞̀ͅഴ჏̱̞̞ͬ̀̈́ࡂȪྚഴ჏ࡂȫ̦

ব̹̽ાࣣ͉ͅȂͬࡂພထཡ͈̹͛Ȃࡂޚ਋̫̳ͣͦ͘ȃࡉ

ຈ̴ഴ჏̱̩̺̯̞ͬ̀ȃ͈ࡂഴ჏Ȃ͞ࡂ෍͈έϋ͈ࢃই

ྎ͜ব̞৽͈ਹါ̈́ୣහ̳͈́́Ȃ̮ ȃ̳̱̞͘ܐႁ̤ͬފ

【問い合わせ】町民課くらし環境係　☎８５-６１３１

  ᫬ 㛫  

஫ࣹがٛ຿ͮけられていま͢。ࣂいओの੹೚と

　஫ࣹ୅ۚ3
2��ԁと௨஌のはがき

■�

平
成
29
年
度
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
中

　 
町
外
に
お
住
ま
い
の
方
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
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町からのお知らせ

　

今
年
度
、
町
内
の
河
川
７
カ
所
に

つ
い
て
の
水
質
調
査
を
、
８
月
と
11

月
の
２
回
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
結

果
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

■�

白
鷹
町
の
河
川
水
質
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

      　     㡯┠

ㄪᰝἙ川

Ỉ⣲⃰ࣥ࢜࢖ᗘ

㸦S+㸧

生≀໬学ⓗ㓟⣲せ㔞

㸦%2'㸧PJ�/

ᾋ㐟≀㉁㔞

㸦66㸧PJ�/

⁐Ꮡ㓟⣲㔞

㸦'2㸧PJ�/

  大⭠⳦⩌ᩘ　

㸦031㸧�100P/

８月 11月 ８月 11月 ８月 11月 ８月 11月 ８月 11月

ⵗἑ川 7.4 7.3 0.6 1.9 ５ ３ 8.5 11.3 24,000  13,000

平田川 7.4 7.4 0.7 0.5ᮍ満 ３ １ 8.7 11.4 4,900 1,300

ᐇῲ川 7.7 7.6 0.7 0.8 ２ １ 8.3 11.4 9,400 2,300

谷⏫川 6.8 7.1 0.9 0.6 ７ １ 8.1 11.9 11,000 17,000

大鮎貝川 7.2 7.4 0.9 0.5ᮍ満 ４ １ᮍ満 6.8 10.2 22,000 790

思　川 7.3 7.7 1.6 1.0 63 ４ 8.3 11.1 160,000 4,900

貝生川 7.9 7.8 0.7 0.5ᮍ満 ４ １ 7.9 10.8 7,000 1,700

ㄪᰝ日　８月͐８月 25日　　11月͐11月 14日

　　　 㡯┠

Ἑ川㢮ᆺ

Ỉ⣲⃰ࣥ࢜࢖ᗘ

㸦S+㸧

生≀໬学ⓗ㓟⣲せồ㔞 

㸦%2'㸧PJ�/

ᾋ㐟≀㉁㔞

㸦66㸧PJ�/

⁐Ꮡ㓟⣲㔞

㸦'2㸧PJ�/

大⭠⳦⩌ᩘ

㸦031㸧�100P/

ཧ⪃್ 6.5 ～ 8.5 ２以下 25以下 7.5以上 1000以下

ͤྛἙ川ࡣ࡟⎔ቃ基‽ࡀタᐃさ࡚ࢀいࠊ࡛ࡢࢇࡏࡲ白鷹⏫௜㏆࡟お᭱ࡿࡅ上川ࡢ
　⎔ቃ基‽㸦㸿㢮ᆺ㸧ࢆཧ⪃್࡚ࡋ࡜いࠋࡍࡲ

【参考値】

【考察】全体的に特に問題はなく、河川の状態はおおむね良好な状態が維持されています。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

☎
85

－

６
１
３
１

　　　では、ඒしくॅΈ΍͢いまちͮくりをਐΊる
　　　たΊ、町民のօさΜ΍ۀاのօさΜと一ॹに、
ϑϥϫーϩーυύーΫʢࠃಓ 28� ߸Ԋいʣのཬ਌
。していま͢ࢪಈʢϘϥンςィΞʣを࣮׆
　ฏ੒28年౓は、Լهの̕ஂମ4�3人のօさΜに、

　དྷ年౓΋ϘϥンςィΞ׆ಈをߦっていた
ͩけるݸ人、ஂମ、ٴۀاͼैۀһஂମな
Ͳをืूしま͢。
●主な活動　ϑϥϫーϩーυύーΫ۠Ҭ಺
　のআ૲、थ໦の؅ཧ、͝ΈरいなͲ
、ಈのओମになる場合は׆ಐ・生ెがࣇ˞
　੹೚ऀがඞཁとなりま͢。
●活動回数　年ؒ̏回Ҏ上を͓ئいしま͢。
●申込方法　ࢀՃਃࠐॻʢݐઃਫಓ՝උ෇ʣ
　にඞཁ߲ࣄをهೖの͏͑、ݐઃਫಓ՝؅
　ཧ܎までఏग़くͩさい。
●募集締切　̏月 31日ʢۚʣ

【申し込み・問い合わせ】
�ὸ̔̑　܎ઃਫಓ՝؅ཧݐ ̒̍̐̌

⏫下花⾤㐨ዊ௙఍㸭㊰ഐ花ࡢ఍㸭衣袋ᘓタओእ

五㢼఍㸭ओ髙橋⤌㸭ओ菅原⤌㸭東㝧࣮ࣟࢻ小山

ἑ㸭ओア࣮ࣞ࢕ࢸࢫ山形ປാ⤌ྜ㸭≉ู㣴ㆤ老

人࣒࣮࣍白ගᅬ㸭⏫⫋ဨࣈࣛࢡ　　　㸦ᩗ⛠␎㸧

平成 29 年度の
フラワーロードパーク里親を

募集します

আ૲、थ໦؅ཧ、͝Έ
रい౳をߦっていたͩ
きました。年ؒを௨し
てϑϥϫーϩーυύー
Ϋ಺をきれいに੔උし
ていたͩき、ありがと
͏͟͝いました。

町
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ࠋࡍᚲせ࡛ࡀࡳ㎸ࡋ⏦ࡣࡁ࡜ࡿࡵ⣡ࢆ後⣡ಖ㝤ᩱە

㸦２年๓㸧ࠋࡍࡲࢀຍ⟬さࡀ㔠㢠ࡢ一ᐃ࡟ಖ㝤㢠ە

ࠋࢇࡏࡲࡁ࡛⏝฼ࠊࡣ⪅⤥老㱋基♏年㔠ཷە

　ৄしくは、ࠃ民年ۚอݥྉઐ༻μΠϠϧまたは͓ۙくの年ۚࣄ
຿ॴに͓໰い合Θͤくͩさい。

【国民年金保険料専用ダイヤル　☎0570-011-050】　
【米沢年金事務所　☎0238-22-4220】　

˞͓໰い合Θͤのࡍには、ૅج年ۚ൪߸のΘかる΋のを͝༻ҙ
くͩさい。

　ฏ੒2�年̐月෼から、ࠃ民年ۚ第̍߸ඃอऀݥʢ自営ۀ、学生౳ʣٴͼ೚ҙՃೖඃอऀݥの̍Χ月あたりのอ
4
�ྉが月ֹ1ݥ��ԁにมΘりま͢。

《国民年金保険料は口座振替がお得です》

　
ྉを౰月຤にৼସೲ෇͢るݥৼସには、౰月෼อ࠲ޱ。ৼସが͝ར༻になれま͢࠲ޱ、ྉのೲ෇にݥ民年ۚอࠃ

ことにより、月ʑ 5�ԁׂҾされるૣ੍ׂ౓΍、ۚݱೲ෇より΋ׂҾֹがଟい̒カ月લೲ・̍年લೲ・２年લೲ΋
あり大ม͓ಘで͢。
຿ॴ΁͓ਃしग़くࣄまたは年ۚؔػの上、ۚ༥ࢀ࣋ಧग़ҹをؔػ๬のํは、ೲ෇ॻ、௨ா、ۚ༥رৼସを͝࠲ޱ　
ͩさい。

15෼࣌̑ޙޕ3�෼ʙ࣌લ̔ޕ௜᫬㛫　ฏ日ཷۃ
˞延௕ɿिॳの開ॴ日15࣌̑ޙޕ��෼ʙ࣌̓ޙޕ

࣌̐ޙޕ3�෼ʙ࣌લ̕ޕ　㐌ᮎ┦ㄯ　第２౔༵日ۃ
　　　　　���ถ୔年ۚࣄ຿ॴ　ὸ�238�22�422�　
　　　　　���自ಈԻ੠Ҋ಺̕ˠ̑ʢ৬һରԠʣ

　ฏ੒28年౓まで、月̍回白鷹町を会場にҠಈ年ۚ૬ஊが開かれ
ていましたが、ฏ੒2�年౓は̏Χ月に̍回、第̏ਫ༵日となりま͢。
。なͲで͓஌らͤしま͢ࢽใ޿第࣍なͲのৄしい಺༰は、ܾఆؒ࣌

【問い合わせ】町民՝ށ੶年ۚ܎　ὸ̔̑� ̒̍２̕

○ 平成 29 年度移動年金相談が変わります

○ 米沢年金事務所の「年金相談予約制のお知らせ」

過去５年間に納め忘れた国民年金保険料はありませんか？
納め忘れた年金を支払えるチャンスです！

国民年金保険料の後納制度
  期間：平成 30年９月 30 日まで  

ᅜẸ年㔠
ࡢら࠿

お▱らࡏ

   新学期です！学生には
  「学生納付特例制度」があります。

・学生ೲ෇ಛྫのೲ෇の༛༧ؒظは年౓
　ຖで、̐月からཌ年̏月までで͢。
・ฏ੒2�年౓のਃ੥を͢るํは、ฏ੒
2�年̐月̍日Ҏ߱に໾場町民՝ށ੶
年ۚ܎またはถ୔年ۚࣄ຿ॴの૭ޱに
ਃ੥してくͩさい。ʢ2ࡀ�のํは஀生
日のલ日Ҏ߱ʣ
・ਃ੥のࡍは、ҹؑ、ࡏ学ূ໌ॻまたは
　学生ূのࣸしʢ྆໘ʣがඞཁで͢。
平成ࡣᮇ㛫ࡢ一般ච㝖ࡢ平成29年ᗘۻ

　29年７月࠿ら平成30年６月ࠋࡍ࡛࡛ࡲ

　な͓、ड෇は̓月Ҏ߱になりま͢。

　年ۚ૬ஊに͓ӽしのࡍは、年ۚ手ாなͲૅج年ۚ൪
߸のΘかる΋の、૬ஊऀຊ人であることを֬ೝできる
΋のを͝ࢀ࣋くͩさい。な͓、୅ཧのํが૬ஊ͢るࡍ
は、ҕ೚ঢ়がඞཁになりま͢。ʢ͢ࢀ࣋る΋のをࣄલに
֬ೝしてくͩさい。ʣ

○ 国民年金保険料が変わります

┦ㄯ日 ሙ　ᡤ

６月 21日㸦Ỉ㸧 

中央公Ẹ㤋

９月 20日㸦Ỉ㸧 

12月 20日㸦Ỉ㸧 

平成 30年  

３月 20日㸦ⅆ㸧 
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11
月
６
日
、
荒
砥
小
学
校
体

育
館
を
会
場
に
、
白
鷹
町
美
し

い
郷
づ
く
り
推
進
会
議
に
よ
る

わ
く
わ
く
エ
コ
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
楽
し
い
実
験
を
通

し
て
身
近
な
環
境
問
題
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
、
こ
の
日
は
町

内
の
小
学
生
と
保
護
者
約
5�
人

が
参
加
。
県
サ
イ
エ
ン
ス
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
佐
藤
ま
り
子
さ

ん
（
元
荒
砥
高
校
校
長
）
を
講

師
に
招
き
、
私
た
ち
の
生
活
に

　

白
鷹
町
美
し
い
郷
づ
く
り
推

進
会
議
で
は
、
環
境
へ
の
関
心

を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
で
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

環
境
と
聞
く
と
難
し
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
身
近

な
こ
と
か
ら
簡
単
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
気
軽
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
楽

し
い
講
座
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い「
水
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な

実
験
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
好

評
だ
っ
た
実
験
は
、
入
浴
剤
と

水
で
フ
ィ
ル
ム
ケ
ー
ス
の
ロ

ケ
ッ
ト
を
飛
ば
す
と
い
う
も

の
。
ど
の
班
も
予
想
以
上
に
高

く
飛
び
、
実
験
は
大
成
功
し
ま

し
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
佐
藤
先
生

が
「
私
た
ち
が
使
う
こ
と
が
で

き
る
水
資
源
は
、
地
球
上
に
あ

る
水
の
０
・
０
１
％
。
水
は
大

切
に
使
い
ま
し
ょ
う
」
と
話
す

と
、
子
ど
も
た
ち
は
大
き
く
う

な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

　
「
限
り
の
あ
る
地
球
の
資
源
」

に
つ
い
て
、
大
人
と
、
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に

な
っ
て
考
え
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

美しい郷へＧＯ！

白鷹発  みらい・環境ニュース

ၥいྜࡏࢃ

白鷹⏫美ࡋい㒓࡙くり᥎㐍఍㆟

㸦஦ົᒁ㸭⏫Ẹㄢくらࡋ⎔ቃಀ㸧

㸶㸳�㸴㸯㸱㸯܄

　

ほ
と
ん
ど
の
家
庭
か
ら
出
る

使
用
済
み
の
「
て
ん
ぷ
ら
油
」

は
、
捨
て
れ
ば
ご
み
に
な
り
、

川
に
流
せ
ば
環
境
汚
染
に
な
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
使
用
済
み

の
「
て
ん
ぷ
ら
油
」
を
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
【
Ｂ
Ｄ
Ｆ
】

（
※
）
に
再
生
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

今
年
度
は
町
内
小
中
学
校
５

校
と
蚕
桑
地
区
の
皆
さ
ん
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
昨
年
よ
り
1�

㍑
も
多
い
１
８
０
㍑
を
回
収
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
そ
の
す
べ
て
が
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。

　（
※
）
生
物
由
来
油
か
ら
作
ら
れ
る

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
。
化
石
燃
料
か

ら
作
ら
れ
る
軽
油
の
代
替
燃
料
と

し
て
、
利
用
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
。

水を使った楽しい実験の様子

出前講座で制作したエコキャンドル

 

【
内
容
】
廃
油
を
使
っ
た
せ
っ

　

け
ん
づ
く
り
・
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し

　

づ
く
り
・
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

教
室
・
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習

　

会
・
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く

　

り
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
座

ご協力いただいた皆さん

ありがとうございました
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一
歩
進
み
二
歩
戻
っ
て
も
春
は
来
る　
　
　

長
井
市　

安
部
あ
り
な

台
風
の
進
路
は
ず
れ
て
な
で
お
ろ
す　
　
　

高　

岡　

安
部　

健
一　

遠
回
り
紅
梅
み
た
さ
足
進
む　
　
　
　
　
　
武
蔵
野
市　

池
田　

武
子

冬
野
菜
雪
を
掻
き
分
け
進
み
取
る　
　
　
　

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

明
日
へ
進
む
無
限
の
人
生
一
本
道　
　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

箱
根
路
に
進
退
か
け
た
た
す
き
の
和　
　
　

荒
砥
乙　

五
十
公
野
春
己

進
ん
で
る
白
鷹
広
報
自
慢
で
す　
　
　
　
　
　

世
田
谷　

糸　
　

マ
サ

精
進
は
し
て
る
が
金
は
貯
ま
ら
な
い　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

新
進
は
目
に
も
脳
に
も
心
地
よ
し　
　
　
　

浅　

立　

梅
津　

太
一

進
退
の
岐
路
還
暦
に
重
み
増
す　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

一
歩
つ
ヾ
前
進
し
て
る
子
の
歩
み　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

進
学
塾
合
格
者
数
競
い
合
う　
　
　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

町
お
こ
し
進
ん
で
や
る
か
が
ん
ば
っ
て　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎　

我
が
人
生
苦
を
花
に
し
て
前
に
進
む　
　
　

荒
砥
乙　

木
口　

と
よ

老
い
進
み
杖
に
頼
っ
て
も
追
い
付
け
ず　
　

菖　

蒲　

小
関　
　

弘

入
試
験
進
ん
で
勉
強
頑
張
る
ぞ　
　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

進
級
祝
笑
顔
で
い
た
ヾ
く
尊
孫
た
ち　
　
　

萩　

野　

紺
野　

五
月

進
歩
す
る
時
代
の
古
き
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小
野
寺
で
す
。
僕
の
ふ
る
さ
と
気

仙
沼
は
雪
が
あ
ま
り
降
ら
な
い
の

で
、
白
鷹
町
の
雪
の
多
さ
に
圧
倒
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

冬
の
夜
中
、
よ
く
耳
に
す
る
「
ご

ご
ご
ぉ
ー
��
」
と
い
う
音
。
家
の
隣

の
道
を
除
雪
車
が
そ
の
よ
う
な
音
を

立
て
て
い
く
の
で
驚
い
て
ま
す
。
そ

この教室の片隅に…

地域おこし協力隊　小野寺太樹

第 13 回

地域おこし協力隊通信

　

写
真
は
先
月
、
滝
野
交
流
館
で
開

催
さ
れ
た
そ
ば
祭
り
で
そ
ば
を
打
っ

て
る
と
こ
ろ
で
す
。
見
た
目
は
職

人
（
？
）
の
よ
う
で
す
が
…
。
ち
な

み
に
そ
ば
を
伸
ば
し
て
切
っ
た
り
し

た
の
は
こ
の
写
真
１
回
だ
け
で
、
あ

と
は
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ひ
っ

そ
り
教
室
の
片
隅
に
ひ
た
す
ら
そ
ば

粉
を
こ
ね
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
ね

る
作
業
も
大
変
で
、
ち
ょ
う
ど
良
い

硬
さ
に
し
て
い
く
の
と
、
し
わ
を
消

し
た
り
、
丸
く
し
た
り
、
最
初
は
全

く
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も

「
じ
ょ
ん
だ
じ
ょ
ん
だ
」
と
言
わ
れ

な
が
ら
、
何
度
も
練
っ
て
い
く
う
ち

に
、
少
し
ず
つ
覚
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
た
く

さ
ん
の
人
の
笑
顔
を
生
み
出
し
て
い

る
滝
野
そ
ば
愛
好
会
の
皆
さ
ん
が
と

て
も
素
敵
で
す
。

　

も
う
す
ぐ
春
で
す
ね
。
山
菜
そ
ば

が
食
べ
た
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

れ
で
目
が
覚
め
ま
す
。
雪
道

の
車
の
運
転
も
ス
リ
ッ
プ
し

な
い
か
恐
る
恐
る
運
転
し
て

ま
す
。
ス
キ
ー
や
雪
灯
籠
、

雪
国
の
暮
ら
し
の
大
変
な
と

こ
ろ
、
良
い
と
こ
ろ
を
実
感

し
な
が
ら
四
季
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
て
僕
は
う
れ
し
い

で
す
。
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武
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菜
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取
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石
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與
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砥
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五
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荒
砥
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五
十
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マ
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梅
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梅
津
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千
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一
歩
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進
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追
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愛真こども園

「おひなさまあかいきものがにあってる」

「おひなさまわたしもきものきてみたい」

「おちゃたててまわしてのんだひなまつり」

「ばあちゃんとおちゃをのんだよひなまつり」

　孫親の会のおじいちゃんおばあちゃんをお招きし「ひなま

つりお茶会」が行われました。お雛様を飾ると「きれいだね」

とうれしそうに見ていた子どもたち。お茶会では、お茶を点

てることに初挑戦！抹茶を飲んで「苦いと思ったけどおいし

いよ」と話していました。みんなでお祝いしながらのんだ抹

茶の味は格別だったようです。

「ばあちゃんとおちゃをのんだよひなまつり」「ばあちゃんとおちゃをのんだよひなまつり」「ばあちゃんとおちゃをのんだよひなまつり」

　孫親の会のおじいちゃんおばあちゃんをお招きし「ひなま　孫親の会のおじいちゃんおばあちゃんをお招きし「ひなま　孫親の会のおじいちゃんおばあちゃんをお招きし「ひなま

つりお茶会」が行われました。お雛様を飾ると「きれいだね」つりお茶会」が行われました。お雛様を飾ると「きれいだね」

とうれしそうに見ていた子どもたち。お茶会では、お茶を点とうれしそうに見ていた子どもたち。お茶会では、お茶を点とうれしそうに見ていた子どもたち。お茶会では、お茶を点

てることに初挑戦！抹茶を飲んで「苦いと思ったけどおいしてることに初挑戦！抹茶を飲んで「苦いと思ったけどおいしてることに初挑戦！抹茶を飲んで「苦いと思ったけどおいし

いよ」と話していました。みんなでお祝いしながらのんだ抹いよ」と話していました。みんなでお祝いしながらのんだ抹いよ」と話していました。みんなでお祝いしながらのんだ抹

子ども俳句「ひなまつり」

■町長の動静・交際費に関する問い合わせ　総務課総務係　☎８５-６１２０

町長交際費
町長の主な動静 ２݄ ２݄
月　日 行　　事　　名
2月 1日 白鷹町アルカディア財団新春懇談会

2月 3日 新入学児童ランドセル贈呈事業ランドセル贈呈式

2月 4日 吉田博之氏山形県教育功労者表彰受賞祝賀会

2月 5日 第 10 回十王雪まつり

2月 6日
西置賜行政組合管理者会

置広広域連携事業 「理事者広域連携懇談会」

2月 8日

産建文教常任委員協議会

議会運営委員会

第 1 回白鷹町議会臨時会

総務厚生常任委員協議会

荒砥高校をサポートする会役員会

第 2 回白鷹町振興審議会

2月 9日
山形県国民健康保険団体連合会理事会

置賜地域行政懇談会

2月 10日
山形県町村会第 1 回総会

置賜地方町村会第 1 回定期総会

2月 12日
第 45 回白鷹町民 ・ 白鷹町小中学校スキー大会

新入学児童ランドセル贈呈事業ランドセル贈呈式

2月 13日 白鷹町国民健康保険運営協議会

2月 14日 重要事業要望　～ 15 日まで （東京都）

2月 15日 山形県消防補償等組合議会定例会

月　日 行　　事　　名
2月 16日 定例課長会

2月 17日 白鷹町金融懇談会

2月 18日 白鷹町史談会 60 周年記念式典

2月 19日
長井白鷹建設組合新年会

置賜さくら回廊観光推進会議海外旅行社歓迎レ
セプション

2月 20日

正副議長 ・ 委員長予算内示

全員協議会 （予算内示）

平成 29 年度予算に係る記者会見

2月 21日

白鷹町都市計画審議会

白鷹町明るい健康都市づくり推進会議

しらたか古典桜の里推進協議会総会

2月 22日

総務厚生常任委員協議会

まちづくり複合施設等整備特別委員会

産建文教常任委員協議会

2月 23日
山形県町村会総務省 ・ 農林水産省幹部職員と
の意見交換会 （東京都）

2月 24日 日本の紅をつくる町産地フェア （東京都）

2月 26日
第 35 回白鷹スキー場祭り

山形市 ・ 白鷹ふるさと会総会

2月 27日 定例課長会

2月 28日

2 月期定例監査報告

白鷹町農業再生協議会総会

議会運営委員会

支出日 区分 支出額（円） 内　　　容

2月 8日 御祝 1,750　
白鷹カントリーエレベータ
ー利用組合通常総会

2月 13日 御祝 5,000　 長井白鷹建設組合新年会

支出日 区分 支出額（円） 内　　　容

2月 24日 御祝 1,650　 愛菜館出荷組合通常総会

計 8,400　
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高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
―
―
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0.54

0.67
0.73

蚕
桑

鮎
貝

荒
砥

十
王

鷹
山

東
根

࠙ᅗ１ ᆅ༊ูሷศ⃰ᗘㄪᰝ結果㸦㸣㸧ࠚ

⏫平ᆒ 0.7

町では、健康づくりをすすめるボランティア団体『白鷹町健康づくり推進員協議会』の方々に地域

の中で活動いただいています。今回は、その活動内容を、参加された方の声も交えてご紹介します。

　̭͉ͦȂ൚̦݈ٛފ஠࣭֚୔ͅٳट̱̞̀ͥমު́

̳ȃ̭͈ࣞႢ͈اশయͅȂࢫ࠲എ̈́૙মܰ͞௱ୃ̱̞

୆ͬڰ૤̦̫Ȃ೩͞ူוυ΋κΞͻήΏϋΡυȜθȪ׋

൲ܕછ߲࢓ȫȂ෇౶છͬထཡ̱Ȃٚͬࢌ਋̫ͥͬۼܢ

̧̺̫́ͥౣ̩̳̹͈ͥ͛৾ͤழ͙̳́ȃ

　ࣽාഽ͉Ȃ̩ͤ̿ࢫ࠲ଔૺ֥ူ଼࣒जͬਘၭ̱̹

28 ̞̩̾ͤ̿ͅࢫ࠲Ȃ̧̺̹̞ح৒ͅ४ޗ༷͈ͅྴ

ȃ̹̱͍͘ڠ൲৘ܿ͞಺ၑ৘ਠͬ೒̱̀͂͜ͅ׋̀

̩̾ͤ̿ͅࢫ࠲ज଼࣒́ူ͈ۼଔૺ֥͉Ȃˍා̩ͤ̿ࢫ࠲　

൲̱̀ڰȂȸ૙֗ͺΡΨͼΎȜȹ̱͍͂̀͜ڠயͬܖ͈̞̀

̞̳͘ȃ

　̷̭́Ȃौා̧֨ͅ௽̧Ȃڎ౷ߊ΋ηνΣΞͻΓϋΗȜ͞

༶ࢃهঊ̓͜ޗ৒Ȃ಴͂ފႁ̱̀ȸ̧̬ͭ༕൚ঊ̓͜ၳၑޗ

৒ȹͬ ই̞̽̀́͘ࢷڠڎट̱̱̹͘ȃ̭͉ͦ಴ඤ͈ٳ ȸͥ༕

൚͈඾ȹ͈৾ͤழ͙͈͇̭̱̀̽ͣͬ͂ͥ̈́͂؋ࢃ৘ঔ̱̀

̞͈ͥ́͜Ȃ४ح৪͜ఉ̩Ȃࢡບ̞̹̺̞̞̳ͬ̀͘ȃ

　౷֖͈͙͞ࠃ૙͈͒ۜ৫͈૤̭ͬ֗̀ͥ͂͞Ȃ૙͈ুၛͬ

௯̳̭͂Ȃ૙̩ͥͤ̿͢ͅࢫ࠲Ȃ૙໲ࠑ͈اઇ͈̈́̓࿒ດͅ

ȃ̢̳̞̀͘ࣉ௽̧̫̞̹̞̀͂͜ࢃȂ̫ࣽ࢜

　　　

　　　

　　　

「弁当の日」の取り組み

　ᘚᙜࡢ日ࠊࡣ子ࡀࡶ࡝⮬ศ࡛

おᘚᙜࢆస࡚ࡗⓏᰯ࡜ࡿࡍい࠺

ྲྀり⤌ࠊ࡛ࡳ⏫ෆ࡛ࡣ東根小学

37$ࠊおい࡚࡟蚕桑小学ᰯ࡜ᰯ

ẕぶጤဨ఍ࡢάືࡢ一࡚ࡋ࡜ࡘẖ年ᐇ施さ࡚ࢀいࠋࡍࡲ

ࡢᘚᙜࠊࡣࡕࡓࡶ࡝子ࡓ経ࢆ⩦஦๓ᐇࡿࡼ࡟ᰤ㣴士ࡢ⏫　

⊩❧సり࠿ら㣗ᮦࡢ㈙いฟࠊࡋㄪ⌮ࠊ∦௜

㏻ࢆࡳ⤌りྲྀࠊຊ࡛⾜いࡢศ⮬ࢆ࡛ࡲࡅ

ࡸᐙ᪘ࡿࢀく࡚ࡗసࢆẖ日㣗஦ࠊ࡚ࡋ

㣗ᮦࡢ生⏘⪅ࡢ࡬ឤㅰࡢ気ᣢ࡛ࢇ⫱ࢆࡕいࠋࡍࡲ

 げんき弁当子ども料理教室
　  （６地区で実施、参加者総数 198 人 ※スタッフ含む）

 シルバー・認知症予防教室

　　　　　೺ᗣ࡙くり᥎㐍ဨࡢ᪉࡟ࠎㅮᖌ࡚ࡗ࡞࡟い

ࡁ࡛ࡀ中࡛ཷㅮࡢ㞺ᅖ気࡞࠿ࡸ和ࠊࡁࡔࡓ　　　　　

ࡿࡍప下ࡀ⬟㌟యⓗ㺃⢭⚄ⓗᶵ࡟ࡶ࡜࡜年㱋ࠋࡓࡋࡲ

り介ㆤࡓࡗ࡞࡟りࡁࡓᐷࠊࡀࡍ࡛࡜ࡇい࡞ࡀ௙᪉ࡣࡢ

ࡶいࡓࡋく▷ࡅࡔࡿࡁ࡛ࡣᮇ㛫ࡿࡍりࡓࡗ࡞࡟ᚲせࡀ

ㄪࠊ᧯యࡸヰ࡞ලయⓗࠊࢆண㜵ἲࡢࡵࡓࡢࡑࠋࡍ࡛ࡢ

⌮ᐇ⩦ࢆ㏻࡚ࡋᩍ࡚࠼いࠋࡓࡋࡲࡁࡔࡓ

　ண㜵ἲࡣ࡜ࡇࡿ▱ࢆ大஦࡛ࡔࡓࠊࡀࡍ▱㆑࡚ࡋ࡜ᣢ

ࠊࡤࢀࡅ࡞࠿い࡚ࡋ㊶中࡛ᐇࡢ日ᖖ生άࡶい࡚࡚ࡗ

ఱࡶ学ࡀࡧ生ࠋࢇࡏࡲࡁ࡚ࡁᩍ࡚࠼いࡔࡓいࡢ࡜ࡇࡓ

一ࡶ࡛ࡘ஧ࡶ࡛ࡘ生άࡢ中ྲྀ࡟りධ࡚ࡋ⥆⥅ࠊࢀいࡅ

೺ࡢᐙ᪘ࡸศ⮬ࡀ࡜ࡇࡿࡍ࠺ࡑࠋࡍࡲ思い࡜らⰋいࡓ

ᗣ寿࿨ࢆᘏ࠿ࢁࡇ࡜ࡿࡁ࡛ࠊ࡛ࡢࡿࡀ࡞ࡘ࡟࡜ࡇࡍࡤ

らጞ࡚ࡵいࠋࡍࡲࡁ

ཧຍ⪅ࡢ

ኌ

 みそ汁塩分濃度測定・食生活調査結果（調査世帯数 354 件）
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介
護
保
険
講
座
「
い
き
い
き

百
歳
体
操
か
ら
は
じ
ま
る
健

康
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
」

を
開
催
し
ま
す

　

年
齢
を
重
ね
て
も
、
健
康
で

い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
る

た
め
に
、
誰
で
も
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
「
い
き
い
き
百
歳

体
操
」
を
紹
介
す
る
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
い
つ　

３
月
21
日
（
火
）

　

午
後
１
時
3�
分
～
３
時
3�
分

●
ど
こ
で　

白
鷹
町
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー　

す
こ
や
か
ホ
ー
ル

●
内
容　

介
護
予
防
の
講
話
と

い
き
い
き
百
歳
体
操
の
紹
介

●
対
象
者　

ど
な
た
で
も

●
参
加
料　

無
料

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】　

健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
係　

☎
8�

－

０
１
１
２

高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
―
―

地域包括支援センター ℡86-0112

　介護保険法の改正により、高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けられるよう、地域全体
で支え合い、介護予防を進めていくための「介護予防・日常生活支援総合事業（以下、「総
合事業」）」が、平成 29年４月から始まります。
　65 歳以上の方を対象にその方の状態や必要性に合わせた介護予防サービスを提供し、
いきいきとした生活が継続できるように支援します。

４
月
か
ら
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。�

ঁゼၥᆺࢫࣅ࣮ࢧ

サービスの種類 内　容

訪問介護
相当サービス

いままでの介護予防訪問
介護（ホームヘルプサー
ビス）と同様のサービス
です。

訪問型
サービスＡ

対象となる単身高齢者等
へホームヘルパー等によ
る生活援助等を行います。

ং㏻ᡤᆺࢫࣅ࣮ࢧ

サービスの種類 内　容

通所介護
相当サービス

いままでの介護予防通所介護
（デイサービス）と同様のサ
ービスです。

通所型
サービスＡ

介護予防のための体操、口腔
・栄養指導、リクリエーション
等を行います。（八乙女げんき
塾・元気パワーアップクラブ）

総合事業とは？　　ձ介ㆤண㜵࣭生άᨭ᥼ࢫࣅ࣮ࢧ஦ᴗࠊ࡜ղ一般介ㆤண㜵஦ᴗ࡛ࠋࡍ

ထཡমުࢌ๊֚ٚ� �

▼  内容　今までߦっていた;れあいいきいきαϩン౳でのհޢ༧๷のऔり૊Έ΍、৽たに֤
஍۠୯Ґでのհޢ༧๷ࣨڭを開催しま͢。ৄしくは޿ใしらたか̐月߸で͓஌らͤしま͢。

▼  対象者　ཁࢧԉ̍・２のೝఆをडけているํ、݈߁෱ࢱ՝でج͏ߦຊνΣοΫリストʢ25
߲の໰਍ථʣによる֘ۀࣄ౰ऀ。

΍ȜΫΑমު׳঑ڰထཡȆ୆ࢌٚ�⁞�

Ⱥ௙ࣣমު΍ȜΫΑٳইࢃȪ໹଼ 3: ාː࠮ȡȫȻ

௙ࣣমު

（要支援１・２の方、基本チェックリスト該当者）

介護予防・生活支援サービス

ゼၥᆺࠊঁ͐ࢫࣅ࣮ࢧ㏻ᡤᆺ͐ࢫࣅ࣮ࢧং

　　　　ထཡັݯȪါ঑׳ˍȆˎ͈༷ȫ

　　　　福祉用具貸与・訪問看護・通所リハビ

　　　　リテーションなど

ȡˑ͈༷ȫˍࢌȪါٚັݯࢌٚ　　　　

Ⱥ̭ͦ́͘Ȫ໹଼ 39 ාഽȫȻ

ထཡັݯ

Ȫါ঑׳ˍȆˎ͈༷ȫ

　!!訪問介護、通所介護

福祉用具貸与・訪問看護・通所

リハビリテーションなど

ȡˑ͈༷ȫˍࢌȪါٚັݯࢌٚ ་̱̈́ࢵ

་̱̈́ࢵ

▼  内容　

●��　　 広報しらたか　2017. ３.13



　　

町民課くらし環境係  ☎ 85-6131 ／長井警察署  ☎ 84-0110 ／白鷹西駐在所  ☎ 85-2029 ／白鷹東駐在所  ☎ 85-2046

̜̱ͭͭȿ̶̜ͭͭ

雪どけ期における交通事故防止キャンペーン
【実施期間】３月 10日（金）～ 16日（木）

Ϳ წศ

ୱ̦̫͂ই̭̥͉͛ͥͦͣȂ৬͉ΑάȜΡͬ੄̱͞

̳̩༷֚̈́ͥ́Ȃ࿡்̥ͣۼಱ̥̫͉̀ͅႹ࿂̦ൄ

̳̭̦̜ࠫͥ͂ͧͤȂൽႹ۪̦ޏ་̳ͥاশ̳́ܢȃ

೒࢐̫̤ͥͅܢ൩̢͘Ȃȶୱ̫̓ͬޙે̠͈̭̈́͢

ম࡬ཡগȷͬਹത̱͂̀ষ͈ଔૺমࣜͬ৘ঔ̳̭ͥ

͂ͤ͢ͅȂ࢐೒ম࡬ཡগͬ଎̳ͤ͘ȃ

Ϳ మఔૈ৶

Ⱥ׋ഢ৪Ȼ

ɛ࿡̥ͣۼಱ̥̫͈̀ͅႹ࿂ൄࠫͅಕփ̱ȂΑάȜ

Ρͬ׋̢̀ࢱഢ̱̱̠͘͡ȃ

ɛȶհ஠׋ഢˑ௱ȷͬ৿ͥ͂͂͜ͅȂ૤͂শͅۼဒ

ဉͬ̽̀͜׋ഢ̱Ȃ૞֚͞ܥ࣢শ೪গດে൝͈࢐

೒σȜσͬਖ਼৿̱̱̠͘͡ȃ

ɛ׋ഢಎ͉Ȃ༜࣐৪͞ুഢ৬Ȃఈ͈৬͈ంहȆ൲୓

ͅಕփ̱Ȃஜ̩ͬ͢׋̀ࡉഢͅਬಎ̱̱̠͘͡ȃ

ɛ؍౯༜ൽ͉́ȶ༜࣐৪୲చ࿹୶ȷ͈࢐೒σȜσͬ

ਖ਼৿̱؍౯༜࣐৪̹͉͘؍౯̱̠̳͂ͥ͢૽̈́̓

̧̦̞͉ͥ͂Ȃຈ̴֚শ೪গ̱̀հ஠ͅ؍౯̵̯

̱̠͘͡ȃ

ɛঊ̓ࣞ͜͞Ⴂ৪̹̫̥ͬͣࡉȂ̷͈࣐൲ͅಕփ̳

ͥ͂͂͜ͅȂ؍౯༜ൽո͈ٸાਫ਼́͜ȶগ̽̀͘Ȃ

ള̵̜̬ͣ̀ͥȷ׋ഢ̱̱̠ͬ͘͡ȃ

Ⱥ༜࣐৪Ȼ

ɛൽႹͬ؍౯̧̳͉ͥ͂Ȃȶհ஠؍౯ˑ௱ȷͬ৿ͥ

͂͂͜ͅȂ਀͞؍ͅږྶ́̓̈́ܠ౯̳ͥփএນা

̱̱̠ͬ͘͡ȃ

ɛတ༷̥͈ͣٸ੄͈ष͉Ȃྶ̞ͥ૗͈֏໚͂ά΃ά

΃ͥ࢕࿡࢕฽ৣऺͬ૸ͅັ̫̱̠͘͡ȃ

Ⱥুഢ৬Ȼ

ɛুഢ৬͜ȶ৬ၰȷ̜̭́ͥ͂ͬ਱໦ၑٜ̱Ȃȶু

ഢ৬հ஠၌ဥࡼ௱ȷ͉̲ͬ͛Ȃুഢ৬၌ဥ͈࢐೒

σȜσ )૞ܥ࣢Ȇ֚শ೪গດে͈ਖ਼৿Ȃֲ௰Ⴙ௰

ఝ͈೒޺࣐গȂା๵ະၻȂྫ൘غȂࠈఝഩდ൝ௌ

ैȂΰΛΡγϋ൝͈ঀဥȂඵ૽઺ͤȂ३̯̱׋ഢ

গ޺͈ *ͬਖ਼৿̱̱̠͘͡ȃ

ɛ೰ܢഎͅুഢ৬͈ത࠿ା๵̞࣐ͬȂྔ̦֚ͅ๵̢

ুഢ৬༗حͅࡏව̱̱̠͘͡ȃ

安
全
横
断
５
則

⁞հ஠̈́ાਫ਼ͬ஖͐

 ൽႹ͈౤́ຈ̴ၛ̻গͥ͘

⁠ֲȆऒ͈հ஠̥ͬͥ͛ږ

⁡հ஠̹̥ͬͣ͛ږȂ͘ ̳̪̯̯̽̽͂ളͥ

෻ͥͬܨ౯ಎֲ͜Ȇऒ͈৬͈൲̧ͅ؍⁢

安
全
運
転
５
則

⁞հ஠௸ഽͬຈ̴৿ͥ

 ΃Ȝή͈਀ஜ́ΑάȜΡͬ၂̳͂

̥ͥ͛ږओത͉́ຈ̴հ஠ͬ࢐⁠

⁡֚শ೪গ́؍౯༜࣐৪͈հ஠ͬ৿ͥ

⁢֩ਈ׋ഢ͉୲చ̱̞̈́ͅ

⁞ুഢ৬͉Ȃ৬ൽ̦ࡔ௱Ȃ༜ൽ͉႕ٸ

 ৬ൽ͉ऒ௰ͬ೒࣐

⁠༜ൽ͉༜࣐৪࿹୶́Ȃ৬ൽͬͤܙ੭࣐

⁡հ஠σȜσͬ৿ Ȫͥ֩ਈ׋ഢȆඵ૽઺ Ȇͤ

　໼ૺ͈޺গȟ࿡͉ۼρͼΠͬത൘ȟ࢐ओ

　ത͉́૞࣢ਖ਼৿֚͂শ೪গȆհ஠ږ෇ȫ

⁢ঊ͉̓͜ΰσιΛΠͬ಍ဥ

自
転
車
安
全
利
用
５
則

【
実
施
期
間
】

　

４
月
６
日（
木
）～
15
日（
土
）

【
目
的
】

　

新
入
学
児
童
（
園
児
）
や
、
運

転
未
熟
な
新
社
会
人
等
が
新
た
に

道
路
交
通
に
参
加
し
始
め
、
さ
ら

に
高
齢
者
の
屋
外
で
の
活
動
が
活

発
化
す
る
こ
と
か
ら
、
交
通
事
故

の
多
発
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
広
報
啓
発
を

広
く
県
民
に
交
通
安
全
思
想
の
普

及
・
浸
透
を
図
る
と
と
も
に
、
積

極
的
に
交
通
安
全
教
育
等
を
推
進

し
て
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
を
習
慣

付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故

防
止
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

【
運
動
の
重
点
】

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

　

防
止

②
運
転
者
の
基
本
ル
ー
ル
遵
守
の

　

徹
底

③
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交

　

通
事
故
防
止

④
後
部
座
席
を
含
め
た

　

全
て
の
座
席
の
シ
ー

　

ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

　

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

　

い
着
用
の
徹
底

⑤
飲
酒
運
転
の
根
絶

４月 10 日は、交通事故死

ゼロを目指す日です！

『
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
』

  

が
実
施
さ
れ
ま
す
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２
月
２
日
、
白
鷹
町
勤
労
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
２
年
生
が
就
業

体
験
活
動
発
表
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
白
鷹
町
教
育
委
員
会
と
町
内
各

企
業
の
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
、
２

年
次
に
就
業
体
験
活
動
に
取
組
ん
で

お
り
、
今
年
で
16
回
目
と
な
る
伝
統

的
な
行
事
で
す
。
発
表
会
に
は
、
就

業
体
験
受
入
れ
事
業
所
の
方
々
、
沼

澤
政
幸
教
育
長
様
を
始
め
多
く
の
方

に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
年
生
67
人
は
、
体
験
し
た
職
種

ご
と
に
13
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
単
な
る
体
験
活

動
の
発
表
で
は
な
く
、
実
体
験
を
踏

ま
え
、
実
際
の
学
校
生
活
で
何
を
目

標
に
し
て
努
力
し
た
か
、
そ
し
て
ど

う
だ
っ
た
か
、
さ
ら
に
今
後
は
ど
う

し
た
い
か
な
ど
、
１
年
間
を
通
し
て

有
意
義
な
学
び
と
な
っ
て
い
る
様
子

を
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。き
っ
と
、

進
路
選
択
や
進
路
実
現
の
た
め
に
大

き
な
力
と
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
就
業
体

験
活
動
に
対
し
、
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
た
関
係
各
位
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

荒高掲示板 
感謝と決意と今後の生き方
　２年生就ᴗయ㦂άືⓎ⾲఍࡛ࠊ

　一人ひ࡜りឤㅰࢆ㎸࡚ࡵ

体験の成果や、体験を通して感じたことなど
をグループごとにパワーポイントを使って発
表した生徒たち

広 

告看護師・准看護師・作業療法士・精神保健福祉士 募集

お問い合わせ：   川記念病院 人事担当までお電話ください 0238-87-8000

医 療 法 人 杏 山 会

川記念病院

小児科・内科・精神科

児童精神科・老年精神科

神経内科・リハビリテーション科

○ 川記念病院では、看護師さん、准看護師さん、
作業療法士さん、精神保健福祉士さんを募集しています

○ 准看護師の資格をお持ちの方で看護師を目指している方や
看護学校及び准看護師学校へ入学希望の方、
当病院の修学資金制度を利用してみませんか

　

最
上
川
水
系
水
質
汚
濁
対
策
連
絡
協
議

会
で
は
、
小
学
校
児
童
を
対
象
に
、
最
上

川
水
質
系
に
お
け
る
水
質
汚
濁
防
止
に
関

す
る
広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
「
川
を
き

れ
い
に
す
る
児
童
図
画
」
コ
ン
テ
ス
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
１
６
０
の
小
学
校

か
ら
２
９
４
２
点
、
町
内
か
ら
は
83
点
の

応
募
が
あ
り
、11
名
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

《
ポ
ス
タ
ー
部
門
》

■
銀
賞　

川
田　

大
夢
（
鮎
貝
小
３
年
）

　
　
　
　

小
関　

愛
花
（
荒
砥
小
２
年
）

　
　
　
　

小
関　

理
那
（
荒
砥
小
５
年
）

■
銅
賞　

田
口　

眞
大
（
蚕
桑
小
３
年
）

■
佳
作　

菅　

み
の
り
（
蚕
桑
小
２
年
）

　
　
　
　

小
谷
部
将
幸
（
蚕
桑
小
３
年
）

　
　
　
　

佐
藤　

光
熙
（
鮎
貝
小
４
年
）

　
　
　
　

佐
藤　
　

凪
（
荒
砥
小
４
年
）

　
　
　
　

塚
田　

聖
伽
（
荒
砥
小
４
年
）

　
　
　
　

渋
谷　

璃
空
（
東
根
小
４
年
）

《
川
景
部
門
》

■
佳
作　

齋
藤　

光
佑
（
東
根
小
６
年
）

【
問
い
合
わ
せ
】

建
設
水
道
課
管
理
係　

☎
85

－

６
１
４
０

平
成
28
年
度
「
川
を
き
れ
い
に
す
る

児
童
図
画
」
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
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お
し
ら
せ

催
　
し

募
　
集

　

��

生
涯
学
習
講
座
の
企
画
員
を

　  

募
集
し
ま
す

　　

平
成
2�
年
度
も
各
界
よ
り
さ
ま
ざ

ま
な
講
師
を
お
招
き
し
て
講
座
や
勉

強
会
を
開
催
し
ま
す
。
そ
の
企
画
・

運
営
に
か
か
わ
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

し
ま
す
。

　
「
毎
回
は
参
加
で
き
な
い
け
れ
ど
、

都
合
が
合
え
ば
参
加
し
た
い
」
と
い

う
方
で
も
結
構
で
す
。
一
緒
に
楽
し

い
企
画
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
募
集
期
限　

３
月
31
日
（
金
）

▼
活
動
内
容　

年
間
６
回
程
度
の
講

座
の
企
画
・
運
営

▼
対
象　

ど
な
た
で
も

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
文
化
振
興

係　

☎
85

－
６
１
４
６

　
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

　
こ
ぶ
し
の
家
　
職
員
募
集

▼
募
集
職
種　

送
迎
車
の
運
転
手

▼
採
用
予
定
人
員　

１
名

▼
業
務
内
容　

利
用
者
送
迎
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
の
運
転
及
び
農
作
業
等
利
用

者
支
援

▼
採
用
予
定
日　

平
成
2�
年
４
月
３

日
（
月
）

▼
勤
務
時
間
（
月
～
土
）

・
運
転　

午
前
８
時
～
９
時
3�
分

　
　
　
　

午
後
４
時
～
５
時
3�
分

・
農
作
業
等　

必
要
時

▼
受
付
期
限　

３
月
24
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ　

こ
ぶ
し
の
家　

佐

藤
・
紺
野　

☎
85

－

５
６
６
０

※
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
夜
間
支
援
員

も
引
き
続
き
募
集
中
で
す
。

　

「
水
防
災
か
る
た
」

　
　
読
み
句
を
募
集
し
ま
す

　

今
年
は
、
昭
和
42
年
８
月
の
羽
越

水
害
か
ら
5�
年
目
の
節
目
を
迎
え
ま

す
。
水
防
災
を
考
え
る
き
っ
か
け
と

し
て
「
水
防
災
か
る
た
」
の
読
み
句

を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
内
容　

水
防
災
を
テ
ー
マ
と

し
た
「
あ
」
～
「
ん
」
の
読
み
句

▼
応
募
締
切　

３
月
31
日
（
金
）

▼
応
募
方
法　

羽
越
水
害
5�
年
特

設
サ
イ
ト（IUUQ���X

X
X
�UIS�N

MJU�
HP�KQ�ZBN

BHBUB�SJWFS�VFUTV5��

）

ま
た
は
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
性

別
⑤
電
話
番
号
⑥
読
み
句
を
明
記
の

う
え
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

※
そ
の
他
、
詳
細
は
特
設
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
羽
越
水
害

に
〝
ゆ
か
り
〟
の
あ
る
も
の
も
併
せ

て
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
９
９
０

－

９
５
８
０

山
形
県
成
沢
西
四
丁
目
３

－

55

国
土
交
通
省
山
形
河
川
国
道
事
務
所

調
査
第
一
課

☎
０
２
３

－

６
８
８

－

８
９
３
３

［'"
9

］０
２
３

－

６
８
８

－

８
４
３
８

　��    ARTS  M
EET O

KITAM
A  2017

    

開
催
の
お
知
ら
せ

　

置
賜
地
域
で
活
動
を
続
け
て
い
る
、

ま
た
は
置
賜
地
域
で
生
ま
れ
た
作
家

等
の
作
品
を
広
く
募
集
し
、
幅
広
い

世
代
と
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
る
置
賜
の
ア

ー
ト
を
一
堂
に
展
示
す
る
展
覧
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

３
月
18
日
（
土
）
～
2�
日

（
日
）（
会
期
中
無
休
）

  nformation
　　　　　インフォメーション

情報アラカルト

　白鷹町役場　☎８５-２１１１

平成29年度文書配付計画月 日

平成29年 ４月 13日㸦木㸧 24日㸦月㸧

５月 16日㸦ⅆ㸧 24日㸦Ỉ㸧

６月 12日㸦月㸧 22日㸦木㸧

７月 12日㸦Ỉ㸧 25日㸦ⅆ㸧

８月 14日㸦月㸧 24日㸦木㸧

９月 12日㸦ⅆ㸧 25日㸦月㸧

10月 12日㸦木㸧 23日㸦月㸧

11月 13日㸦月㸧 21日㸦ⅆ㸧

12月 12日㸦ⅆ㸧 21日㸦木㸧

平成30年 １月 15日㸦月㸧 23日㸦ⅆ㸧

２月 13日㸦ⅆ㸧 22日㸦木㸧

３月 12日㸦月㸧 22日㸦木㸧

　ฏ੒2�年౓のจॻ഑෇日はهࠨのと͓りで͢。
ຖ月12日と22日をجຊとしま͢が、その日ٴͼ
ཌ日がٳ日なͲの場合は、そのલޙに഑෇しま͢。
■臨時配付の予定
　町ݝ民੫ਃࠂ૬ஊؔ܎ॻྨの഑෇
　ʜฏ੒3�年２月̍日ʢ໦ʣ

˞೚ظຬྃҎ֎による選ڍがࣥߦされる場合には、
　選ެڍใなͲྟ࣌に഑෇を͓ئい͢る場合があり

　ま͢。

　
【文書配付に関する問い合わせ】　
૯຿՝૯຿܎　ὸ̔̑� ̒̍２̌
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お
し
ら
せ

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

白
鷹
町
美
し
い
郷
づ
く
り
推
進
会
議

事
務
局
／
町
民
課
く
ら
し
環
境
係

☎
85

－

６
１
３
１

地
域
の
文
化
活
動
を
応
援
し
ま
す

　

置
賜
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
地

域
住
民
の
皆
様
が
企
画
し
、
平
成
2�

年
度
に
実
施
す
る
文
化
イ
ベ
ン
ト
等

の
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

▼
事
業
の
例　

置
賜
地
域
の
文
化
資

源
の
利
活
用
、
置
賜
地
域
の
複
数
の

団
体
に
よ
る
市
町
の
枠
を
超
え
た
広

域
的
連
携
、
次
世
代
の
文
化
を
担
う

人
材
の
育
成
等
に
よ
り
、
置
賜
地
域

の
文
化
振
興
に
資
す
る
内
容
を
有
す

る
公
演
、
展
示
、
コ
ン
ク
ー
ル
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
交
流
事
業
等

▼
支
援
内
容　

補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

▼
募
集
締
切　

４
月
14
日
（
金
）

※
募
集
要
綱
は
、
置
賜
文
化
フ
ォ

ー
ラ
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（IUUQ���

PLJCVO�KQ�

）
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
ほ
か
、
教
育
委
員
会
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

置
賜
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
（
山

形
県
置
賜
総
合
支
庁
総
務
課
連
携
支

援
室
）

☎
０
２
３
８

－

2�

－

６
０
１
９

※
個
人
情
報
が
含
ま
れ
る
も
の
は
、

事
前
に
消
去
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
池
類
（
乾
電
池
、
ボ
タ
ン
電
池

な
ど
）
は
事
前
に
外
し
て
お
持
込
み

く
だ
さ
い
。

※
一
度
、
回
収
に
出
し
た
後
に
小
型

家
電
を
お
返
し
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
く
ら
し
環

境
係　

☎
85

－
６
１
３
１

　

白
鷹
町「
環
境
を
考
え
る
講
座
」

　
の
ご
案
内

　

地
球
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く

う
え
で
欠
か
せ
な
い
水
や
空
気
、
光

な
ど
多
く
の
恵
み
を
与
え
続
け
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
瞬
間
に
も
進

ん
で
い
る
地
球
温
暖
化
な
ど
環
境
問

題
の
影
響
に
よ
り
豊
か
な
生
活
が
危

ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
「
美
し

い
し
ら
た
か
」
を
守
り
、
次
の
世
代

へ
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
今
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

▼
い
つ　

３
月
23
日
（
木
）

　

午
後
３
時
3�
分
～
４
時
5�
分

（
午
後
３
時
開
場
）　

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
「
あ
ゆ
ー
む
」
文
化
伝
承
室

▼
入
場
料　

無
料

▼
申
込
締
切　

３
月
21
日
（
火
）

▼
ど
こ
で　

よ
ね
ざ
わ
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー�
（
米
沢
市
中
央
１

－

1�

－

６
ナ

セ
Ｂ
Ａ
内
）

▼
入
場
料　

無
料

▼
主
催　

置
賜
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

米
沢
市
芸
術
文
化
協
会
・
よ
ね
ざ
わ

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
主
管　

"354�.
&&5�0

,*5".
"�

2�1�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

▼
そ
の
他　

作
品
は
購
入
可
能
で
す
。

※
詳
細
は
開
催
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
開
催
案
内
は
教
育
委
員
会
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

よ
ね
ざ
わ
市
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー　

☎
０
２
３
８

－

22

－

６
４
０
０

　
　

使
用
済
み
の
小
型
家
電
を

　
　
無
料
回
収
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
「
不
燃
ご
み
」
と
し
て

処
理
し
て
い
た
小
型
家
電
に
含
ま
れ

て
い
る
、
有
用
金
属
（
貴
金
属
、
レ

ア
メ
タ
ル
等
）
な
ど
を
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
た
め
に
回
収
し
ま
す
。

　

五
輪
組
織
委
員
会
よ
り
、
小
型
家

電
等
に
含
ま
れ
て
い
る
「
リ
サ
イ
ク

ル
金
属
」
で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
入
賞
メ
ダ
ル
を
作
成
す
る
と
い
う

史
上
初
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
４
月

か
ら
開
始
さ
れ
る
と
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
私
た
ち
が
使
っ
た
小
型
家
電
が
、

歓
喜
に
沸
く
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

表
彰
式
で〝
輝
く
〟か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

対
象
と
な
る
小
型
家
電
は
回
収
場

所
へ
直
接
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

３
月
21
日
（
火
）
～
３
月

24
日
（
金
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
ど
こ
で　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

（
役
場
正
面
入
口
右　

③
番
窓
口
）

▼
回
収
で
き
る
小
型
家
電

①
パ
ソ
コ
ン
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
除
く
）

②
携
帯
電
話
③
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

（
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
除
く
）
④
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
⑤
ゲ
ー
ム
機
⑥
ワ
ー
プ
ロ

⑦
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
（
ビ
デ
オ
デ

ッ
キ
除
く
）
⑧
地
デ
ジ
・
#4
チ
ュ
ー

ナ
ー

　
　○

３
月
の
開
催
日

　

̏
月
15
日
（
水
）

　

午
後
４
時
～
７
時

▼
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
相
談
室

▼
相
談
料　

無
料

※
平
成
2�
年
度
の
開
催
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

子
育
て
支
援
係

☎
8�

－
０
２
１
２

《
婚
活
応
援
室
》

　

く
り
え
い
と
工
房
の
再
生
品
を

　
提
供
し
ま
す　

　

千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
く
り

え
い
と
工
房
で
は
、
循
環
型
社
会
形

成
の
た
め
、
粗
大
ご
み
と
し
て
搬
入

さ
れ
た
自
転
車
や
家
具
を
修
理
再
生

し
、
展
示
及
び
提
供
を
行
っ
て
い
ま

す
。
置
賜
在
住
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

▼
提
供
品（
予
定
）
１
回
開
催
あ
た

り
自
転
車
1�
台
、
家
具
類
５
点

▼
応
募
方
法　

備
え
付
け
の
申
込
用

紙
に
よ
る

▼
時
間　

日
曜
・
祝
日
を
除
く
午
前

９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

※
た
だ
し
、
土
曜
日
と
祝
日
が
重
な

っ
た
場
合
は
開
館
し
ま
す
。

▼
料
金　

無
料

【
第
１
回
／
４
・
５
月
期
】

◇
展
示
期
間　

４
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　
　

～
５
月
６
日
（
土
）

◇
公
開
抽
選　

５
月
９
日
（
火
）���

◇
引
取
期
限　

５
月
2�
日
（
土
）

【
第
２
回
／
６
・
７
月
期
】

◇
展
示
期
間　

６
月
７
日
（
水
）�

　
　
　
　
　

～
７
月
１
日
（
土
）

◇
公
開
抽
選　

７
月
４
日
（
火
）

◇
引
取
期
限　

７
月
2�
日
（
土
）

【
第
３
回
／
８
・
９
月
期
】

◇
展
示
期
間　

８
月
２
日
（
水
）

　
　
　
　
　

～
９
月
２
日
（
土
）

◇
公
開
抽
選　

９
月
５
日
（
火
）���
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※
検
便
等
の
検
査
を
行
う
検
査
室
は
、

現
在
の
保
健
所
庁
舎
に
残
り
ま
す
。

▼
移
転
先　

置
賜
総
合
支
庁
本
庁
舎

（
米
沢
市
）
１
・
２
階

▼
電
話
番
号
（
４
月
１
日
～
）

☎
０
２
３
８

－

2�

－

６
０
０
０（
代
表
）

※
保
健
所
内
「
各
担
当
の
直
通
番
号
」

は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
（
～
３
月
31
日
）

保
健
企
画
課
総
務
係　

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
０
０
０

��「
看
護
師
等
職
場
説
明
会
」
を

　  

開
催
し
ま
す

　

看
護
学
生
、
看
護
職
の
資
格
を
お

持
ち
の
方
が
各
病
院
の
ブ
ー
ス
を
自

由
に
訪
れ
、
求
人
担
当
者
と
面
談
し
、

看
護
内
容
、
院
内
教
育
や
採
用
条
件

な
ど
の
説
明
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
い
つ　

４
月
１
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
４
時

▼
ど
こ
で　

山
形
テ
ル
サ
３
階　

ア

プ
ロ
ー
ズ

▼
内
容

・
各
病
院
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

　

ン
の
ブ
ー
ス
で
の
職
場
説
明

・
そ
の
他
、
介
護
・
福
祉
分
野
の
就

　

業
相
談

・
山
形
方
式
・
看
護
師
等
生
涯
サ
ポ

　

ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明
コ
ー
ナ
ー

▼
対
象　

山
形
県
内
に
就
職
を
希
望

さ
れ
る
①
看
護
学
生
（
最
終
学
年
の

方
）
②
Ｕ
タ
ー
ン
を
希
望
す
る
方��

③
未
就
学
の
方

■
問
い
合
わ
せ　

公
益
社
団
法
人
山

形
県
看
護
協
会　

☎
０
２
３

－

６
８
５

－

８
０
３
３

の
同
じ
提
供
品
に
は
応
募
で
き
ま
せ

ん
。（
自
転
車
に
当
選
し
た
方
は
家
具

に
、
家
具
に
当
選
し
た
方
は
自
転
車

に
応
募
で
き
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ　

千
代
田
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー　

施
設
第
２
係

☎
０
２
３
８

－

5�

－

４
０
０
４

　
　  

置
賜
保
健
所
の
本
庁
舎
へ
の

　  

移
転
に
つ
い
て

　

保
健
所
で
は
、
医
療
、
食
品
、
動

物
愛
護
、
各
種
免
許
の
申
請
や
子
育

て
、
難
病
、
こ
こ
ろ
の
健
康
、
感
染

症
予
防
な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
の
移
転
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
対
応
可
能
と
な
り
ま
す
。

◇
引
取
期
限　

９
月
3�
日
（
土
）

【
第
４
回
／
10
・
11
・
12
月
期
】

◇
展
示
期
間　

1�
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　
　

～
12
月
２
日
（
土
）

◇
公
開
抽
選　

12
月
５
日
（
火
）

◇
引
取
期
限　

12
月
23
日
（
土
）

※
公
開
抽
選
の
時
間
は
い
ず
れ
も
午

前
1�
時
で
す
。

※
１
回
の
展
示
で
１
世
帯
に
つ
き
自

転
車
・
家
具
そ
れ
ぞ
れ
１
点
の
申
込

み
が
で
き
ま
す
。
１
世
帯
で
複
数
申

し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
無
効
と
な

り
ま
す
。

※
１
点
に
複
数
の
申
し
込
み
が
あ
っ

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

※
応
募
す
る
際
は
、
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な

ど
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
当
選
さ
れ
た
場
合
、
平
成
2�
年
度

　

協
会
け
ん
ぽ
の
健
康
保
険
料
率

　
が
変
わ
り
ま
す

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん

ぽ
）
山
形
支
部
の
健
康
保
険
料
率
が
、

平
成
2�
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）

よ
り
1�
・
��
％
か
ら
９
・
��
％
に
改

定
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

１
・
58
％
か
ら
１
・
�5
％
に
改
定
さ

れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

全
国
健
康
保
険
協

会
山
形
支
部
企
画
総
務
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
３

－

６
２
９

－

７
２
２
６

　
　
　
　
　
　
　

広 

告

　　　/),�#4 ϓレϛΞϜ
　　　　が์ૹ͢る「にっ
ΆΜॎஅここΖཱྀ」。ཱྀ人
であるആ༏・Ր໺ਖ਼ฏさΜ
が、શࠃのօさΜからͤد
られる「๨れられない෩ܠ」
を๚Ͷてཱྀをつないでいき
ま͢。ཱྀのߦઌをܾΊるの
は、օさΜからಧく一௨の
手ࢴʕʕ。୭かにそっとڭ
͑たいここΖの෩ܠ΍ࢥい
ग़の場ॴなͲ
を౤ߘしてΈ
まͤΜか。

　　　/),�#4 ϓレϛΞϜ
　　　　が์ૹ͢る「にっ
ΆΜॎஅここΖཱྀ」。ཱྀ人

 火野正平さん

（写真提供：ＮＨＫ）

■応募方法　ᶃॅॴᶄ໊લᶅి࿩൪߸��
　ᶆੑผᶇ年ྸᶈࢥいग़の場ॴ・෩ܠ
　ᶉ場ॴにまつΘるエϐιーυを໌ه
　の͏͑、ϋΨキ・手ࢴまたはϑΝο
　Ϋスで͝Ԡืくͩさい。

▽ハガキ・手紙での応募
　˟15��8��1　/),「ここΖཱྀ」܎
　˞ॅॴのهೖはෆཁで͢。

▽ファックスでの応募
　<'"9>�3�34�5�132�
˞൪૊のϗーϜϖーδʢIUUQ���XXX�
　OIL�PS�KQ�LPLPSPUBCJ�ʣから΋Ԡื
　できま͢。
■申込期限　̑月15日ʢ月ʣඞண
■山形県の放送予定
　̒月2�日ʢ月ʣʙ 3�日ʢۚʣ　
【問い合わせ】　
/),;れあいηンλー
ὸ�5����������

あ
な
た
の
手
紙
が
つ
な
ぐ
旅
―
―

�　

�

皆
さ
ん
の
思
い
出
の
風
景
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。
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青少年国際交流事業　
平成 28 年度事業報告会

地域おこし協力隊　
平成 28 年度活動報告会

地域おこし協力隊とは…

　町֎・ݝ֎にॅΉ「ҙཉある人ࡐ」を町がडೖれ、஍Ҭ͓こ
しୂྗڠһとしてҕ৤͢る੍౓。஍Ҭݯࢿの۷りىこし׆ಈ΍
೶ྛۀのԠԉ、஍Ҭの޿ใ׆ಈ、ॅ民の生ࢧ׆ԉなͲ、֤छの
஍Ҭ׆ྗڠಈに一ఆؒظҎ上ैࣄしていたͩきながら、஍Ҭྗ
のҡڧ・࣋Խをਤっていくことを໨తとしていま͢。
ࢁ஍۠、鷹܂ࢋһは̑人。それぞれにୂྗڠ白鷹町の、ࡏݱ　
஍۠、白鷹町ڠޫ؍会に͓いて஍Ҭ׆ྗڠಈをߦっていま͢。
今年౓、ୂྗڠһの׆ಈにܞΘっていたͩいたօさΜ、また白
鷹町のୂྗڠがͲΜな׆ಈをしているのかڵຯ・ؔ৺のあるํ
は、ͥひ൴らの׆ಈの੒Ռを͝ཡくͩさい。

　今年౓で２回໨をܴ͑た白鷹町੨গ年ۀࣄྲྀަࡍࠃ。
　町ཱ白鷹中学校ٴͼߥཱݝ౐ߴ౳学校の生ెをΦース
トϥリΞ・έΞンζに೿ݣしました。
　今年౓は೿ݣ人਺を̔人から 12人に૿һし、さらに
̍ധͩったϗーϜスςΠを２ധとし、自෼からੵۃతに
ҟจԽ΁௅ઓできるνϟンスを૿΍しました。
म会では「ʙ໨をੈքに、৺;るさとʙ」をςーݚલࣄ　
Ϛに、ӳޠで白鷹町の঺հจを͑ߟ、さま͟まなࢥいを
。にྟΈましたߤに౉ڳ
　白鷹町とੈքのҧいをݚ、͡ײमを௨して自਎のมԽ
にͮؾいた生ెたちのใࠂをͥひ͝ཡくͩさい。

羽ゅዌ音ࠊ髙橋᫓奈ࠊ熊谷❳一ࠊ荒砥高ᰯ２年㸭海老名快ە

丸川ⱆ౫ࠊ古名幸ᮍࠊ橋本凌太ࠊⰾ㈡彩優花ࠊ鈴木涼ᕫࠊ小ᯘ咲葉ࠊ大武和生ࠊ白鷹中学ᰯ３年㸭㉥㛫ⱥ生ە

遠藤真ᘪ小野ᑎ太ᶞ

ⱴ野 唯澤㑔 聖

▼井⣖子

［日　時］３月 25 日（土）午後１時～
※国際交流事業…午後１時～／地域おこし協力隊事業…午後２時 15 分～

［会　場］白鷹町産業センター（パワーセンター白鷹）大ホール
［入場料］無料（全席自由）

 問  企画政策課コミュニティ推進係  ☎ 87-0830 ／企画調整係  ☎ 85-6123

写真／前列左から髙橋さん、丸川

さん、鈴木さん、古名さん、芳賀

さん、小林さん。後列左から赤間

さん、羽角さん、海老名さん、熊

谷さん、大武さん、橋本さん

༭࣬ٛ

൳শٳट
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�白鷹
町
総
合
型
地
域�

�

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
通
信�

Vol.ộớ 

⑗
⑔
ό
⑐
⑚

␗

⏭

⏙

⏅
ಏ
⎊
⎵
⍹
Ẃ 

� ၥ
厦
ྜ
厽
呍⏦
厹
㎸
叠
叐 

去
叚
叇
஦
ົ
ᒁ
叟
又
䘊 

〝
平
成
29
年
度
会
員
募
集
〟㻌

新
年
度
教
室
が
ス
タ
ー
ト
！㻌

事
務
局
に
て
入
会
受
付
中㻌

 

厜
咉
᭶ 

ྛ
ᩍ
ᐊ 

㛤
ጞ
᪥
⛬ 

ሙ
ᡤ
厝㻌

◎
叹
吠
吰
呉
吘
吺
呎
吆
呀
吭㻌

12
日
（
水
）
午
後
７
時
30
分
～㻌

㻌

白
鷹
中
学
校
体
育
館㻌

◎
㉮
叫
叄
厭
吆
呀
吭㻌

10
日
（
月
）
午
後
６
時
30
分
～㻌

㻌

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー㻌

◎
咣
咠
䠆
咜
咦
厳
台
厵
厨
ሿ㻌

11
日
（
火
）
午
前
10
時㻌

㻌

中
央
公
民
館㻌

い
こ
い
の
間㻌

◎
吿
吃
䠃
听
叺
吚
吟
吤
吐
ᩍ
ᐊ㻌

10
日
（
月
）
午
後
７
時
30
分
～㻌

㻌

東
陽
ホ
ー
ル㻌

◎
♫
஺
吗
呉
吐
ᩍ
ᐊ㻌

13
日
（
木
）
午
後
７
時
～㻌

㻌

中
央
公
民
館
大
会
議
室㻌

◎
各
吚
向
呍
友
又
厹
厵 

 
 

 
 

 

同
吚
吂
呎
吐
吆
呎
呂 

10
日
（
月
）
午
後
６
時
30
分
～㻌

㻌

東
陽
グ
ラ
ン
ド㻌

（
雨
天
時
は
東
根
小
体
育
館
）㻌

☆
３
月
は
無
料
体
験
実
施
中
！㻌

㻌

今
年
度
は
第
３
週
ま
で
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。㻌

㻌

ぜ
ひ
、
ご
体
験
く
だ
さ
い
。㻌

㻌㻌

白鷹町総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ�

ゆめスポしらたか�

「ZK＊<h
ロ ッ ク

」会長㻌 岡田㻌 明�
� ;事務局：白鷹町武道館内Ϳ 

ƚĞů͘ϴϳ-ϴϵϴϴ   
�-ŵĂŝů   ƌŽŬŬƵΛƐŐŝĐ͘ũƉ 
ホームページ  
「ゆめスポ�

しらたか」�

で検索。または、�

䖪
咉
᭶
厭
只
᪂
厹
厱 

 

2
叅
叏
ᩍ
ᐊ
厮 

 

ጞ
叟
叫
叟
去
䟿 

◎
吐
吟
呃
吚
吘
吴
呎
呂
ᩍ
ᐊ 

▼
20
日
（
木
）
午
後
７
時
30
分
～㻌

▼
指
導
者㻌

菅
野㻌

信
也㻌

氏㻌

▼
参
加
費㻌

会㻌㻌

員
５
０
０
円㻌

㻌
㻌

㻌㻌
㻌

㻌
㻌

非
会
員
８
０
０
円㻌

▼
会
場㻌

白
鷹
町
武
道
館㻌

◎
吒
呂
听
ᩚ
య
ᩍ
ᐊ㻌

▼
13
日
（
木
）
午
後
７
時
30
分
～㻌

▼
指
導
者㻌

菅㻌

悟㻌

氏㻌

▼
参
加
費㻌

会㻌㻌

員
５
０
０
円㻌

㻌
㻌
㻌

㻌
㻌

㻌
㻌

非
会
員
８
０
０
円㻌

▼
会
場㻌

白
鷹
町
武
道
館㻌

厖
ධ
఍
⏦
㎸
ཷ
௜
厗 

㻌

平
日㻌

午
前
８
時
30
分㻌

㻌
㻌

㻌
㻌

～
午
後
５
時
15
分
ま
で㻌

㻌㻌

随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。㻌

※
３
月
22
日
（
水
）
と
23
日
（
木
）

は
、
午
後
7
時
ま
で
受
け
付
け
を

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。㻌

▼
受
付
場
所㻌

白
鷹
町
武
道
館㻌

㻌㻌㻌㻌

vol.

90

［TEL］  85-9071    　［FAX］  85- 9072
［E-mail］  shirataka@ayu-m.jp
［URL］  http://www.ayu-m.jp/

平成29年４月までの休館日
3/13（月）・21（火）・27（月）
4/3（月）・10（月）・17（月）・24（月）

開館時間

あゆーむ

午前９時～午後５時 ※夜間のご予約がある
場合は午後１０時まで（ギャラリーを除く）。

● 

第
37
回

▼
い
　
つ
　
3
月
26
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
よ
り

▼
ど
こ
で
　
ホ
ー
ル

▼
伴
　
奏
　
月
の
カ
ケ
ラ
（
キ
ー
ボ

　
ー
ド
、
ベ
ー
ス
）
ほ
か

▼
会
　
費
　
5
0
0
円

　
　
　
　  

（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

▼
定
　
員
　
80
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

▼
申
し
込
み
　
あ
ゆ
ー
む
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
そ
ば
猪
口
ア
ー
ト
公
募
展

〈
同
時
開
催
〉

●
山
形
藝
術
界
隈
展
〇
二

「
藝
術
界
隈
ラ
ジ
オ  

ひ
さ
ま
つ
子

の
美
術
の
部
屋
」
公
開
収
録

【
大
槌
秀
樹
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

   

『
市
民
の
言
葉
を
語
る
』】 【

ラ
イ
ブ
＆
ラ
ジ
オ
収
録
】

山
形
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
展
vol.8

▼
い
　
つ
　
3
月
19
日
（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
内   

容

▼
い
　
つ
　
3
月
12
日
（
日
）、
18

日 （
土
）  

午
前
11
時
〜
午
後
5
時

▼
ど
こ
で
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
内   

容
　
来
場
者
の
言
葉
を
、

大
槌
さ
ん
が
代
行
演
説
し
ま
す
。

４月から
午後７時
閉館です

４月から
午後７時
閉館です

年会費2,000 円 で３つの特典（税込）

特典１

特典2

特典3

観覧料 200 円のギャラリー展示は
無料（何回見ても可）

観覧料 201 円以上のギャラリー展示
は 200円引き

あゆーむホールの有料イベントは
チケット料金を500円引き

（会場での本パスポート提示により 500円を返金）

（団体割引との併用は不可）

あゆーむまでお申し込みください

好評につき次年度も発行します  

※ 有効期限：毎年４月１日～翌年３月３１日
※ パスポート登録者本人のみ有効
※ あゆーむが主催あるいは共催する事業に限ります
※ あゆーむカレッジの事業（うたごえ喫茶・フラ
　 ワーアレンジメント・アートキッズ団 など）は
　 適用外です

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

一
緒
に
う
た
ご
え
喫
茶
を
つ
く
り

ま
せ
ん
か
。
司
会
者
・
伴
奏
者
・
受

付
・
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方
を

募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
（
担
当
・
髙
橋
）。

山
形
藝
術
界
隈
展
　
関
連
イ
ベ
ン
ト
①

山
形
藝
術
界
隈
展
　
関
連
イ
ベ
ン
ト
②

3 

月 

20 

日   （
月
・
祝
）ま
で

第
5
回

◉
午
後
1
時
30
分
〜

白
丸
た
く
ト
企
画
ラ
イ
ブ

「
Z
e
N
T
e
N
G
i
G  

vol.1
」

◉
午
後
3
時
〜

出
演
／
白
丸
た
く
ト
、
登
坂
尚
高
、

千
葉
昂
平

※

関
連
イ
ベ
ン
ト
は
、
当
日
の
観

　
覧
券
が
必
要
で
す
。

※

観
覧
料
は
、一
般
個
人
２
０
０
円
、

　
高
校
生
以
下
無
料（
両
展
共
通
）。

　
　
　
　
　
　

▼
観
覧
料
　
一
般
個
人
2
0
0
円  

　
　
　
　
　
高
校
生
以
下
無
料

（
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
展
と
共
通
）

$MPTF�6Q

●��　　 広報しらたか　2017. ３.13



࠙２月１日㹼２月28日 ᒆฟࠚ

※
戸
籍
の
窓
に
載
せ
た
い
方
は
、
届
出
の
と
き
に
戸
籍
年
金
係
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

ご結婚おめでとう

—
　

東
根
小
学
校
で
は
、
お
世
話
に
な

っ
た
６
年
生
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
る
「
６
年
生
を
送
る
会
」
が
３
月

２
日
に
行
わ
れ
、「
ダ
ン
ス
で
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
た
い
！
」
と
い
う
２

年
生
が
「
お
ど
る
！
シ
ラ
タ
カ
・
レ

⾲⣬ࡢ෗真

　平成 29 年度に小学校に入学する児童へのランドセル贈呈式が、2月 3

日に荒砥小学校と東根小学校で、12 日ににこぽーとで行われました。

　これは、児童の新入学を祝うとともに、保護者の経済的負担を軽減す

ることを目的に今年度から始まったもので、ランドセルは町内でかばん

の製造を行っている「らんどーる山形」（今野義雄社長）が製造。対象

者 111 人のうち申請のあった 98 人の児童たちが、黒や赤のほか、水色

やピンクなど計 11 種類の中からそれぞれに好みの色を選びました。

　にこぽーとでの贈呈式には、蚕桑小学校、鮎貝小学校、特別支援学校

のそれぞれに入学する児童とその保護者が集まり、佐藤町長が「ランド

セルに夢や希望をたくさん詰めて大切に使ってほしい」とあいさつ。表

紙掲載の安部晃
ひかる

君は「（ランドセルをもらって）うれしい。学校では勉

強を一番がんばりたい」と笑顔を見せ、父親の雅晃さんは「経済的にも

助かるし、同学年になる子どもたちと（ランドセルを）一緒にもらえる

のも新鮮」と話しました。

$MPTF�6Q
ΫϩーζΞοϓ

「
お
ど
る
！
シ
ラ
タ
カ
・
レ
ッ
ド
」
で

  

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
―
―

こ
の
日
は
、
振
り
付
け
の「
Ｒ
」の

ポ
ー
ズ
を「
６
」に
ア
レ
ン
ジ
す
る

な
ど
、
み
ん
な
で
工
夫
し
て
６
年

生
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
た

★音源の CDをプレゼントをしています。ご希望の方は、お近くのコ
　ミュニティセンターまたは役場企画政策課までお越しください。
★音源の CDをプレゼントをしています。ご希望の方は、お近くのコ
　ミュニティセンターまたは役場企画政策課までお越しください。

ッ
ド
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

２
年
生
3�
人
は
、
一
週
間
ほ
ど
前
か

ら
毎
日
２
～
３
回
練
習
。
体
育
で
の
準

備
体
操
や
休
み
時
間
、
さ
ら
に
保
育
園

児
の
弟
や
妹
が
い
る
児
童
は
家
で
も
練

習
す
る
な
ど
し
て
振
り
付
け
を
完
璧
に

覚
え
、
６
年
生
を
前
に
笑
顔
で
息
の
合

っ
た
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

�　

現
在
、
各
保
育
園
で
大
人
気
に
な

っ
て
い
る
「
お
ど
る
！
シ
ラ
タ
カ
・

レ
ッ
ド
」。
次
は
小
学
校
で
も
そ
の

人
気
に
火
が
点
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

̛! お く や み̛̛

 ॅ�ॴ　　   　ࢯ　໊      年ྸ

中　ࢁ　��布　施　た　き　 8�
中　ࢁ　��大　木　光　江　 ��
中　ࢁ　��吉　田　重　馬　�8�
��横　山　　　う 　�3　ߕ౐ߥ
ԣా৲　��竹　田　德　 　　��
े　Ԧ��　松　野　モ　ン　 ��
��樋　口　米　子 　�8　ࢁ　ਂ
൞　౻　��小　形　はるの 　�3
ԣా৲　��小　林　久　雄 　�1
౐Ե　��大　滝　富　雄 　81ߥ
҂　֋　��土　屋　ふ　さ�　8�
҂　֋　��齋　藤　キ　リ�　8�
中　ࢁ　��伊　藤　ちゑ子　��1
҂　֋　��大　木　と　し 　85
��那　須　一　司 　83　ޱ　ࢁ
҂　֋　��大　竹　　茂　 　5�
ഡ　໺　��梅　津　喜　美　���
҂　֋　��宮　城　れ　い�　85
��　�౐Ե　��阿　部　よしのߥ
҂　֋　��佐　藤　と　よ 　8�
Լ　ࢁ　��奧　山　幸　一 　8�

横　山　　　う 
藏

こんにちは赤ちゃん

住 所 父母の名 子の名

൞　౻ ඉޱ ल޾ 愛
あい

　梨
り

ཟ

ԣా৲ ؙ઒ 大հ 来
くる

　実
み

Έき

҂　֋ ඉޱ ௚थ 大
はる

　翔
と

༟ࢠ

ԣా৲ ాබ ढ़ক 佳
よし

　幸
ゆき

Ղඒ

൞　౻ 小㒕 ༟հ 巧
たくみ

ࢠ๎

—

�ॴॅ�　　　　　໊　ࢯ�　　

小　川　大　樹　�　ഡ　໺
鈴　木　理　恵�　　౦ࠜࢢ

舩　山　達　郎�　　ઙ　ཱ

近　藤　千　尋�　　ఱಐࢢ
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E-mail:kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp  

⦅
㞟
࡜
Ⓨ
⾜
㸭
白
鷹
⏫
௻
⏬
ᨻ
⟇
ㄢ

ᩍ࡚࠼いࡔࡓいࡓ人

大㈏美ᬛ子さࢇ㸦ฟ来⏫㸧

今月ࡢ᪪

ࠖࡪ࠿ࠕ

సり᪉

ձ ࠊ࠺ࡰࡈ人ཧࠊἜᥭ᪻ࠊࡆ布ࢆ▷෉≧࡟

   ษࡘࡪࡣࢇࡋ࡟ࠋࡿษりࠋࡿࡍ࡟

ղ 㘠ࠊ࠺ࡰࡈ࡟人ཧ᪻ࠊ布ࠊ࿡㓺Ἔࢆධࠊࢀ

   Ỉࢆひࡓひ࡚ࡋ࡟ࡓ中ⅆࠋࡿࡅ࠿࡟  

 ͤ࿡㓺Ἔⷧࡣ࿡⛬ᗘࠋࡿࡍ࡟

ճ ࣮࣎ル根大ࡋᖸࣟ࣋ࠊࢀධࢆ‮ࡲࡿࡠ࡟ 

くࢆ‮ࡼࠊὙい࡚ࡋ࡟࠺ࡼࡴࡶ୧ᡭ࡛ࢆ   

ࠋ㸧ࡿ࡞ᝏくࡀ㣗ឤ࡜࠺㸦Ỉ࡛Ὑࡿ⤠   

մ 㘠࡟大根࡜Ἔᥭࢆࡆධࡓࡗ❧↻ࠊࢀら◁

   ⢾࡜㓺Ἔࢆධࠋࡿࢀ

յ ↻Ồࡀῶࡓࡗらᙅⅆࢆࢇࡋ࡟ࠊࡋ࡟ධࠋࡿࢀ

ն 大根ࢆ㣗࡚ࡳ࡚࡭ዲࡢࡳᅛさࡓࡗ࡞࡟ら

   ⅆࢆᾘ５ࠊࡋศ࡝࡯⨨くࠋ

旬の“うまい”を

菜 発見
さいはっけん

ᮦᩱ㸦⣙２人ศ㸧

大根ʜ１本ศࡋᖸࣟ࣋

㌟Ḟࢇࡋ࡟ࡁʜʜ１ᑿ

㸦ඵศ஝ࡢᰂら࠿いࡢࡶ㸧

ʜʜʜʜ�1/3本࠺ࡰࡈ
人ཧʜʜʜʜʜ�1/3本

ᆅᇦおࡋࡇ༠ຊ㝲ࡀぢࠊࡓࡅࡘ

ࠋ介⤂ࡈࢆい͇ࡲ࠺͆ࡢ᪪ࡢ࠿ࡓらࡋ

ᆅ元ࡢ㣗ᮦ࡛సࡿࡁ࡛ࡢ࡜ࡇࡿ࿡ࠊࢆ

ⓙさࡈࡢࢇᐙᗞ࡛ࡐࡶひࠋࡒ࠺࡝

ᆅᇦおࡋࡇ༠ຊ㝲

▼井⣖子さࢇ

　
Ἔᥭࡆʜʜʜ１ᯛ

　᪻布ʜྠ࡜࠺ࡰࡈ㔞

　࿡㓺Ἔʜ小さ２ࡌ
　㓺Ἔʜʜ小さ１ࡌ
　◁⢾ʜʜ小さ１ࡌ

★広報しらたかは再生紙を使用しています。

ᩍ࡚࠼いࡔࡓいࡓ人

㔠田Ὥ子さࢇड़ 児玉ஂ子さࢇढ़

㸦ᶓ田ᑼ㸧

今月ࡢ᪪

ࠖࢇࡋ࡟ࡁ㌟Ḟࠕ

≀↻ࡢࢇࡋ࡟࡜大根ࡋᖸࣟ࣋
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